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 しちがはま議会だより　第165号  ○2

一
般
質
問

特
　
　
集

保護者
伊藤 靖幸さん
い  とう やすゆき

　仲間と協力しながら準備を進める中で、
コミュニケーション力や責任感が育ったよ
うに感じます。他市町村と比較し地域の
課題について話すようになり、社会への
関心が高まったように感じます！当日は、
子どもたちが自分の言葉で堂 と々意見を
述べる姿にとても感動しました。普段の
生活や地域の様子をよく観察し、自分た
ちの目線で感じた課題を基に考えられて
おり、説得力と温かさを感じました。子ど

もと大人が一緒に考え、対話しながら地域がより良くなるよう、
子どもたちの声がますます反映されることを期待しております。

七ヶ浜中学校
佐藤 波輝さん
さ とう なみ き

　あまり緊張はしなかったです。全校
生徒の前に立つことが多かったので、
その経験がここで活きたと思います。質
問に対してはアドリブで答えられる自信
があったので、その場で完璧に答えよ
うと意気込んでいました。予想外の質
問が多かったですが、颯翔さんと話し
合って受け答えができていたと思いま
す。子ども議会での経験は、社会に出
てから自分の意見を発することの重要

性を学ぶ良い機会でした。意見は内に留めるのではなく、周
りと共有することで初めて意味があると改めて気付きました。

季節に合わせたイベントの提案
お花見キャンプ、バーベキュー
解禁、海の幸祭り、肉フェス

一年中観光客がいっぱいのにぎやかな町にしたい

夏にしか観光客が来ない問題について

海の近くに温泉メインのホテ
ルを作る、七ヶ浜駅を作る

松ヶ浜小学校グループ１ 松ヶ浜小学校グループ２

髙橋まりあさん
佐藤　瞳衣さん
中須賀柚人さん
伊藤　夏明さん

七ヶ浜キャンプ場計画
観光客を増やすため、誰も住ん
でいない森林にキャンプ場を設置

七ヶ浜の人口減少を防ぐためには
空き家を有効活用（貸出ハウス、
シェアキッチン）、施設を増やし
若者の移住を増やす

シーズンごとのイベントを開催、
七ヶ浜のキャラクターを作る、
特産品でお弁当を作る

小中学校体育館へエアコン設置を

海をきれいにするために
海ゴミ拾いでポイントをつける、
水上バイクの後ろに網を取り付
け海中のゴミ集め

大石　洋翔さん
佐藤　碧人さん
村上　太俐さん
内海こころさん

※主権者教育

小学生議員
　

　大人が気付かない点を簡潔にまとめ、大きな声ではっきりと発表してくれました。
議員からの質問にも、みんな一生懸命に考え答弁してくれました。一生懸命に考える姿、
自分たちの言葉で答える姿は本当に立派でした！

中学生議員
　発表内容は議員も顔負けの濃い内容でした。そして質疑応
答に関しては、議員からの踏み込んだ質疑に対してもグルー
プでしっかりと話し合い、発言者が質疑に対して自分の言葉
で答弁していました。実際に自分たちが経験していることを
基に、理論立てて発表している姿、答弁している姿はまるで
本物の議員さながらでした！

提言書を提出します！詳しくは、議会ＨＰの子ども議会のページをご覧ください。

七ヶ浜中学校グループ１ 向洋中学校グループ１ 七ヶ浜中学校グループ２

亦楽小学校グループ１ 亦楽小学校グループ２

汐見小学校グループ１ 汐見小学校グループ２

　７月２９日、子ども議会を開催しました。町内５校の児童生徒の代表が子ども議員として、日頃疑問に
思っていること、希望や意見、そして七ヶ浜のまちづくりに関して考えていることを議場で発表しました。
　子ども議会の一番の目的は主権者教育です。子どもが声をあげられる環境づくりや子どもの意見を
地域に反映させる環境づくり、防災・減災教育へつなげ、さらに町への誇りの気付きにつなげることが目
的です。

子どもたちが政治や社会のことに関心を持ち、それを「自分ごと」として考えた上で
選挙などに自らの意思や判断で参加する姿勢を養う教育のこと。

（午前の部）

（午後の部）

佐藤　光莉さん
佐藤　　陸さん
木村　奏太さん
我妻　陽希さん
山田　明愛さん

佐藤　優月さん
熱海羽仁唯さん
佐藤　大介さん

原崎　勇吹さん
赤間日向子さん
後藤里桜菜さん
森　　悠都さん
松山　菜織さん
尾形　恭佑さん

寺尾珠里奈さん
小幡　奏介さん
高橋梨央奈さん

角田　和磨さん
後藤結之亮さん
中須賀稀愛さん
伊藤　音葉さん

年 夏々の気温が上昇し暑さ指数が危険を示す日
が増えてきていることから、部活動が制限される
実態を踏まえ、体育館へのエアコン設置を提案

町が行う自助の強化

遠藤　貴洋さん
我妻　倖希さん
菅原　大空さん

町内一斉の防災訓練の実施、町として防災強
化月間（週間）を設ける
現在のハザードマップに加え小中学生向けの
分かりやすいものへ更新

英検受験補助金の拡充

黒澤　颯翔さん
佐藤　波輝さん

３級以上の英検受験は１回分の検定料が補助
される制度があるが、英語教育に力を入れるの
であれば、２回以上検定料が補助されるような
制度にしてほしい

汐見小学校　山田 明愛 議長

松ヶ浜小学校　中須賀 柚人 議長

七ヶ浜中学校　福山 直樹 議長

亦楽小学校　大石 洋翔 議長
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   ○3　しちがはま議会だより　第165号

一
般
質
問

特
　
　
集

保護者
伊藤 靖幸さん
い  とう やすゆき

　仲間と協力しながら準備を進める中で、
コミュニケーション力や責任感が育ったよ
うに感じます。他市町村と比較し地域の
課題について話すようになり、社会への
関心が高まったように感じます！当日は、
子どもたちが自分の言葉で堂 と々意見を
述べる姿にとても感動しました。普段の
生活や地域の様子をよく観察し、自分た
ちの目線で感じた課題を基に考えられて
おり、説得力と温かさを感じました。子ど

もと大人が一緒に考え、対話しながら地域がより良くなるよう、
子どもたちの声がますます反映されることを期待しております。

七ヶ浜中学校
佐藤 波輝さん
さ とう なみ き

　あまり緊張はしなかったです。全校
生徒の前に立つことが多かったので、
その経験がここで活きたと思います。質
問に対してはアドリブで答えられる自信
があったので、その場で完璧に答えよ
うと意気込んでいました。予想外の質
問が多かったですが、颯翔さんと話し
合って受け答えができていたと思いま
す。子ども議会での経験は、社会に出
てから自分の意見を発することの重要

性を学ぶ良い機会でした。意見は内に留めるのではなく、周
りと共有することで初めて意味があると改めて気付きました。

季節に合わせたイベントの提案
お花見キャンプ、バーベキュー
解禁、海の幸祭り、肉フェス

一年中観光客がいっぱいのにぎやかな町にしたい

夏にしか観光客が来ない問題について

海の近くに温泉メインのホテ
ルを作る、七ヶ浜駅を作る

松ヶ浜小学校グループ１ 松ヶ浜小学校グループ２

髙橋まりあさん
佐藤　瞳衣さん
中須賀柚人さん
伊藤　夏明さん

七ヶ浜キャンプ場計画
観光客を増やすため、誰も住ん
でいない森林にキャンプ場を設置

七ヶ浜の人口減少を防ぐためには
空き家を有効活用（貸出ハウス、
シェアキッチン）、施設を増やし
若者の移住を増やす

シーズンごとのイベントを開催、
七ヶ浜のキャラクターを作る、
特産品でお弁当を作る

小中学校体育館へエアコン設置を

海をきれいにするために
海ゴミ拾いでポイントをつける、
水上バイクの後ろに網を取り付
け海中のゴミ集め

大石　洋翔さん
佐藤　碧人さん
村上　太俐さん
内海こころさん

※主権者教育

小学生議員
　

　大人が気付かない点を簡潔にまとめ、大きな声ではっきりと発表してくれました。
議員からの質問にも、みんな一生懸命に考え答弁してくれました。一生懸命に考える姿、
自分たちの言葉で答える姿は本当に立派でした！

中学生議員
　発表内容は議員も顔負けの濃い内容でした。そして質疑応
答に関しては、議員からの踏み込んだ質疑に対してもグルー
プでしっかりと話し合い、発言者が質疑に対して自分の言葉
で答弁していました。実際に自分たちが経験していることを
基に、理論立てて発表している姿、答弁している姿はまるで
本物の議員さながらでした！

提言書を提出します！詳しくは、議会ＨＰの子ども議会のページをご覧ください。

七ヶ浜中学校グループ１ 向洋中学校グループ１ 七ヶ浜中学校グループ２

亦楽小学校グループ１ 亦楽小学校グループ２

汐見小学校グループ１ 汐見小学校グループ２

　７月２９日、子ども議会を開催しました。町内５校の児童生徒の代表が子ども議員として、日頃疑問に
思っていること、希望や意見、そして七ヶ浜のまちづくりに関して考えていることを議場で発表しました。
　子ども議会の一番の目的は主権者教育です。子どもが声をあげられる環境づくりや子どもの意見を
地域に反映させる環境づくり、防災・減災教育へつなげ、さらに町への誇りの気付きにつなげることが目
的です。

子どもたちが政治や社会のことに関心を持ち、それを「自分ごと」として考えた上で
選挙などに自らの意思や判断で参加する姿勢を養う教育のこと。

（午前の部）

（午後の部）

佐藤　光莉さん
佐藤　　陸さん
木村　奏太さん
我妻　陽希さん
山田　明愛さん

佐藤　優月さん
熱海羽仁唯さん
佐藤　大介さん

原崎　勇吹さん
赤間日向子さん
後藤里桜菜さん
森　　悠都さん
松山　菜織さん
尾形　恭佑さん

寺尾珠里奈さん
小幡　奏介さん
高橋梨央奈さん

角田　和磨さん
後藤結之亮さん
中須賀稀愛さん
伊藤　音葉さん

年 夏々の気温が上昇し暑さ指数が危険を示す日
が増えてきていることから、部活動が制限される
実態を踏まえ、体育館へのエアコン設置を提案

町が行う自助の強化

遠藤　貴洋さん
我妻　倖希さん
菅原　大空さん

町内一斉の防災訓練の実施、町として防災強
化月間（週間）を設ける
現在のハザードマップに加え小中学生向けの
分かりやすいものへ更新

英検受験補助金の拡充

黒澤　颯翔さん
佐藤　波輝さん

３級以上の英検受験は１回分の検定料が補助
される制度があるが、英語教育に力を入れるの
であれば、２回以上検定料が補助されるような
制度にしてほしい

汐見小学校　山田 明愛 議長

松ヶ浜小学校　中須賀 柚人 議長

七ヶ浜中学校　福山 直樹 議長

亦楽小学校　大石 洋翔 議長
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 しちがはま議会だより　第165号  ○4

カーブミラー設置及び修繕工事
要望があった場合の対応は？
防災対策室

決算額
157
万円

どんな内容？
交通安全のため、カーブミラーを修繕、設置するためのもの。

【問】新設は１件とのことだが、地区からの要望か。
【答】場所は汐見台3丁目で住民からの要望で設置した。
【問】設置までの流れは。
【答】要望があった場合、まずは地元の交通安全協会な
　　　どが同行して現場を確認し、必要性の有無を判断
　　　する。警察に相談し、電柱などに設置する場合は、
　　　東北電力もしくはＮＴＴに申請を出すという流れ
　　　となる。

健康づくり推進事業
各地区へのフォロー体制は？
健康福祉課

決算額
70
万円

どんな内容？
健康づくり推進員を養成する、健康づくり推進事業へ補助するもの。

【問】各地区の負担が大きいとの声も多い。推進員の人数が足りなかっ
　　　た地区に対してのフォロー体制は。
【答】推進員の定数１１３人に対し、実際の人数は７２人という現状も
　　　あり、担当課としても重要な課題だと受け止めている。見直しと
　　　整理が必要だと考えている。
【問】例えば、人数が足りない地域は合同での活動を提案するなど柔軟
　　　なアイディアはなかったのか。
【答】柔軟な対応に至っていないのが現状である。現在の推進員の任期
　　　が７年度までとなる。次回の選任のときに、そういった部分も含
　　　めて課題を整理したい。

小中学校施設修繕料
修繕は十分だったのか？
教育総務課

決算額
595
万円どんな内容？

授業の充実と学力向上を図るため、小中学校の適切な管理運営を図るもの。

【問】修繕の具体的な内容と成果は。
【答】小学校は、照明器具や床、ガラス、雨漏り等の修繕を行った。中学校は、
　　　七ヶ浜中学校で昇降口のガラス交換と空調設備の修繕を行った。また、向
　　　洋中学校で体育館の放送設備の修繕を行った。
【問】学校施設の老朽化も指摘されているが、町としての修繕対応の迅速さ、適
　　　格性の評価は。
【答】基本的には、各学校の予算８０万円の中で対応している。費用が２０万円
　　　以上の修繕は、教育総務課で引き取り、補正予算で対応している。
【問】６年度の修繕実績を踏まえて、持続的かつ効果的に修繕対応を行っていく
　　　ための課題と教育総務課としての改善方針は。
【答】長寿命化計画も改定時期にきている。現状を把握した上で、計画を活かし
　　　ながら、改修が必要な場合には柔軟に検討していきたい。

　議会では特別委員会を設置し、９月２日から９月１２日まで６年度決算を審査し認定しました。
町長からは、「人材の育成」「地域の再構築」「地域公共交通の継続と充実」など６項目を軸とした
政策が反映された決算が示されました。議会は、町の課題を踏まえ、持続可能なまちづくりに向け
た決算となっていたのか慎重に審議しました。

ＡＩチャットボット導入費用総務課（デジタル推進室）
利便性は向上されたのか？

決算額
72
万円

どんな内容？
ＡＩチャットボットを導入し、住民の利便性の向上を図るもの。

【問】委託料だと思うが、具体的な内容は。
【答】ホームページの業者と連携してＡＩチャットボットのシステムを
　　　ウェブサイト上に構築するための委託料である。
【問】利用数は把握しているのか。
【答】本格稼働は７年４月１日からだが、４月が２２３回、５月が１６０回、
　　　６月が１４５回、７月が２１３回の検索件数があった。

見通しが良くなった交差点

「安心　笑顔　心いや されるまち」実現へ「安心　笑顔　心いや されるまち」実現へ
令和６年度決算

繰り返し質問すると
ぼくは進化するよ♪
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   ○5　しちがはま議会だより　第165号

カーブミラー設置及び修繕工事
要望があった場合の対応は？
防災対策室

決算額
157
万円

どんな内容？
交通安全のため、カーブミラーを修繕、設置するためのもの。

【問】新設は１件とのことだが、地区からの要望か。
【答】場所は汐見台3丁目で住民からの要望で設置した。
【問】設置までの流れは。
【答】要望があった場合、まずは地元の交通安全協会な
　　　どが同行して現場を確認し、必要性の有無を判断
　　　する。警察に相談し、電柱などに設置する場合は、
　　　東北電力もしくはＮＴＴに申請を出すという流れ
　　　となる。

健康づくり推進事業
各地区へのフォロー体制は？
健康福祉課

決算額
70
万円

どんな内容？
健康づくり推進員を養成する、健康づくり推進事業へ補助するもの。

【問】各地区の負担が大きいとの声も多い。推進員の人数が足りなかっ
　　　た地区に対してのフォロー体制は。
【答】推進員の定数１１３人に対し、実際の人数は７２人という現状も
　　　あり、担当課としても重要な課題だと受け止めている。見直しと
　　　整理が必要だと考えている。
【問】例えば、人数が足りない地域は合同での活動を提案するなど柔軟
　　　なアイディアはなかったのか。
【答】柔軟な対応に至っていないのが現状である。現在の推進員の任期
　　　が７年度までとなる。次回の選任のときに、そういった部分も含
　　　めて課題を整理したい。

小中学校施設修繕料
修繕は十分だったのか？
教育総務課

決算額
595
万円どんな内容？

授業の充実と学力向上を図るため、小中学校の適切な管理運営を図るもの。

【問】修繕の具体的な内容と成果は。
【答】小学校は、照明器具や床、ガラス、雨漏り等の修繕を行った。中学校は、
　　　七ヶ浜中学校で昇降口のガラス交換と空調設備の修繕を行った。また、向
　　　洋中学校で体育館の放送設備の修繕を行った。
【問】学校施設の老朽化も指摘されているが、町としての修繕対応の迅速さ、適
　　　格性の評価は。
【答】基本的には、各学校の予算８０万円の中で対応している。費用が２０万円
　　　以上の修繕は、教育総務課で引き取り、補正予算で対応している。
【問】６年度の修繕実績を踏まえて、持続的かつ効果的に修繕対応を行っていく
　　　ための課題と教育総務課としての改善方針は。
【答】長寿命化計画も改定時期にきている。現状を把握した上で、計画を活かし
　　　ながら、改修が必要な場合には柔軟に検討していきたい。

　議会では特別委員会を設置し、９月２日から９月１２日まで６年度決算を審査し認定しました。
町長からは、「人材の育成」「地域の再構築」「地域公共交通の継続と充実」など６項目を軸とした
政策が反映された決算が示されました。議会は、町の課題を踏まえ、持続可能なまちづくりに向け
た決算となっていたのか慎重に審議しました。

ＡＩチャットボット導入費用総務課（デジタル推進室）
利便性は向上されたのか？

決算額
72
万円

どんな内容？
ＡＩチャットボットを導入し、住民の利便性の向上を図るもの。

【問】委託料だと思うが、具体的な内容は。
【答】ホームページの業者と連携してＡＩチャットボットのシステムを
　　　ウェブサイト上に構築するための委託料である。
【問】利用数は把握しているのか。
【答】本格稼働は７年４月１日からだが、４月が２２３回、５月が１６０回、
　　　６月が１４５回、７月が２１３回の検索件数があった。

見通しが良くなった交差点

「安心　笑顔　心いや されるまち」実現へ「安心　笑顔　心いや されるまち」実現へ
令和６年度決算

繰り返し質問すると
ぼくは進化するよ♪
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 しちがはま議会だより　第165号  ○6

施設予約システム使用料
利便性は向上したのか？
生涯学習課 決算額

30
万円どんな内容？

予約システムを導入することで、住民の利便性を向上させるためのもの。

ごみ収集及び
粗大ごみ収集業務委託料

不法投棄ごみの処理は？

町民生活課
決算額
7131
万円どんな内容？ 家庭から排出されたごみの収集や運搬、処理するためのもの。

【問】どこにどんな不法投棄があったのか。また、どのように回収したのか。
【答】集積所の周辺にスプリングマットや家電など集積所には出せないものが置かれ
　　　ている。費用を抑制するため、職員が回収に行き、一時的に保管し、とりまと
　　　めて業者に回収を依頼している。
【問】不法投棄に対する対策は。
【答】監視カメラの貸し出しも行っているが、地区の方と相談しながら対応している。
【問】貸し出すだけでなく、常設で設置する必要もあると思うが。
【答】必要性が認められる場所があれば、設置していきたい。

ふるさと納税推進事業
体験型の検討は？

まちづくり
振興課

まちづくり
振興課

決算額
1617
万円

どんな内容？ 寄付者からふるさと納税を募り、地域の活性化などを図るためのもの。

【問】前年度に比べ件数は増えているが、委託料５８０万円は費用がかかりすぎでは。
【答】委託業者が入る前と比べ、返礼品登録業者が７事業者から１８業者まで伸びている。また、
　　　返礼品の登録数も３６件から１８０件まで増えている。
【問】以前から指摘しているが、他市町ではできないような体験型など、アイディアに富んだメニ
　　　ューも必要では。
【答】６年度は実施できなかったが、サーフィンやサップなどの体験型のメニューを検討しており、
　　　事業者と交渉している。

町内バス路線確保対策負担金
ぐるりんこの課題は？
どんな内容？ 公共交通ネットワークの継続を図るためのもの。

託児サポート事業補助金
新たなニーズへの対応は？
子ども未来課

決算額
30
万円

どんな内容？
子育ての援助を受けたい方（利用会員）と、子育てのお手伝いをしたい方
（協力会員）が会員登録し、託児や送迎など子育てをサポートするもの。

【問】協力会員が１２名とあるが、６年度に活動した会員は何名か。
【答】８名が協力会員として活動していた。
【問】具体的な利用内容は。
【答】約半数は、登下校の送迎である。他には、保護者の入院や兄弟姉
　　　妹の学校行事などで、どうしても見ることができない場合などの
　　　託児利用が多かった。
【問】送迎や託児以外で増やしたサービスはあったのか。
【答】協力会員が対応できるかどうかの問題もある。町が支援の幅を広
　　　げるというよりも、協力会員と利用会員が話し合うことで決まる
　　　ものと考えている。

「安心　笑顔　心いやされるまち」 実現へ令和６年度決算

決算額
8771
万円

【問】ぐるりんこの利用者が前年度比で７６００人増加しているが要因は。
【答】コロナ禍が収まってきたことで外出する機会が増え、利用者増に繋がったと考えている。
【問】運行や利便性に関して、利用者から様々な声が上がっていると思うが、その内容と具体的
　　　な改善策は。
【答】バスロケーションシステムの改修を行った。また、利便性向上に寄与するため、職員が３
　　　日間、全便に乗り込み利用者のニーズ調査を行った。バス停の場所など、いくつか見えて
　　　きた課題もあるため、来年度以降、早々に改善を進める。

【問】導入後の評価と課題は。
【答】予約システムを使っている住民が徐
　　　々に増えている実感がある。特に、
　　　夜間の施設利用者の多くがシステ
　　　ムを利用している。課題は料金の
　　　納入方法である。現金払いのみで
　　　あるため、クレジット払いなどを導
　　　入することで、利便性をさらに向
　　　上したい。
【問】予約システムに登録する際には、
　　　窓口まで行く必要がある。その
　　　手間を省くことも必要では。
【答】利用者にはご不便をかけるが、施
　　　設の使い方を説明する必要もあ
　　　るため、現状の方法を継続したい。 クレジット払いなど

導入されれば、
もっと使いやすく

なるね

予約システムウェブサイトより
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   ○7　しちがはま議会だより　第165号

施設予約システム使用料
利便性は向上したのか？
生涯学習課 決算額

30
万円どんな内容？

予約システムを導入することで、住民の利便性を向上させるためのもの。

ごみ収集及び
粗大ごみ収集業務委託料

不法投棄ごみの処理は？

町民生活課
決算額
7131
万円どんな内容？ 家庭から排出されたごみの収集や運搬、処理するためのもの。

【問】どこにどんな不法投棄があったのか。また、どのように回収したのか。
【答】集積所の周辺にスプリングマットや家電など集積所には出せないものが置かれ
　　　ている。費用を抑制するため、職員が回収に行き、一時的に保管し、とりまと
　　　めて業者に回収を依頼している。
【問】不法投棄に対する対策は。
【答】監視カメラの貸し出しも行っているが、地区の方と相談しながら対応している。
【問】貸し出すだけでなく、常設で設置する必要もあると思うが。
【答】必要性が認められる場所があれば、設置していきたい。

ふるさと納税推進事業
体験型の検討は？

まちづくり
振興課

まちづくり
振興課

決算額
1617
万円

どんな内容？ 寄付者からふるさと納税を募り、地域の活性化などを図るためのもの。

【問】前年度に比べ件数は増えているが、委託料５８０万円は費用がかかりすぎでは。
【答】委託業者が入る前と比べ、返礼品登録業者が７事業者から１８業者まで伸びている。また、
　　　返礼品の登録数も３６件から１８０件まで増えている。
【問】以前から指摘しているが、他市町ではできないような体験型など、アイディアに富んだメニ
　　　ューも必要では。
【答】６年度は実施できなかったが、サーフィンやサップなどの体験型のメニューを検討しており、
　　　事業者と交渉している。

町内バス路線確保対策負担金
ぐるりんこの課題は？
どんな内容？ 公共交通ネットワークの継続を図るためのもの。

託児サポート事業補助金
新たなニーズへの対応は？
子ども未来課

決算額
30
万円

どんな内容？
子育ての援助を受けたい方（利用会員）と、子育てのお手伝いをしたい方
（協力会員）が会員登録し、託児や送迎など子育てをサポートするもの。

【問】協力会員が１２名とあるが、６年度に活動した会員は何名か。
【答】８名が協力会員として活動していた。
【問】具体的な利用内容は。
【答】約半数は、登下校の送迎である。他には、保護者の入院や兄弟姉
　　　妹の学校行事などで、どうしても見ることができない場合などの
　　　託児利用が多かった。
【問】送迎や託児以外で増やしたサービスはあったのか。
【答】協力会員が対応できるかどうかの問題もある。町が支援の幅を広
　　　げるというよりも、協力会員と利用会員が話し合うことで決まる
　　　ものと考えている。

「安心　笑顔　心いやされるまち」 実現へ令和６年度決算

決算額
8771
万円

【問】ぐるりんこの利用者が前年度比で７６００人増加しているが要因は。
【答】コロナ禍が収まってきたことで外出する機会が増え、利用者増に繋がったと考えている。
【問】運行や利便性に関して、利用者から様々な声が上がっていると思うが、その内容と具体的
　　　な改善策は。
【答】バスロケーションシステムの改修を行った。また、利便性向上に寄与するため、職員が３
　　　日間、全便に乗り込み利用者のニーズ調査を行った。バス停の場所など、いくつか見えて
　　　きた課題もあるため、来年度以降、早々に改善を進める。

【問】導入後の評価と課題は。
【答】予約システムを使っている住民が徐
　　　々に増えている実感がある。特に、
　　　夜間の施設利用者の多くがシステ
　　　ムを利用している。課題は料金の
　　　納入方法である。現金払いのみで
　　　あるため、クレジット払いなどを導
　　　入することで、利便性をさらに向
　　　上したい。
【問】予約システムに登録する際には、
　　　窓口まで行く必要がある。その
　　　手間を省くことも必要では。
【答】利用者にはご不便をかけるが、施
　　　設の使い方を説明する必要もあ
　　　るため、現状の方法を継続したい。 クレジット払いなど

導入されれば、
もっと使いやすく

なるね

予約システムウェブサイトより

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問



 しちがはま議会だより　第165号  ○8

項目 補正額 理由

国庫補助金 3,037 万円 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
定額減税不足額給付金支給事業へ充てるもの

歳入（収入）

　７年度一般会計補正予算（３号）は、２億２９９１万円を追加し、総額を
８３億３０２８万円としました。本議案は原案のとおり可決しました。

理由
項目 補正額

物価高騰対応重点支援給付金事業
（定額減税不足額給付分） 3,000 万円

６月補正予算にて、対象者数や給付金額を推計
で算出したものの、所得税および定額減税の実
績が確定したことにより、当初見込んだ予算額
との差額が発生したため

歳出（支出）
理由

むなかた　　　 れい   こ　　　　　　

宗片　玲子さん

　今年の8月に鹿児島県で開催された全国中学校
水泳競技大会に、県代表として子どもが出場し
ました。旅費などが4/5補助されるのは助かり
ます。七ヶ浜中では前払いをしてもらえるの
で、向洋中も同じになれば良いと思います。頑
張っている子どもたちのためだけではなく、物
価高の中、家計をやりくりしている保護者の方
のためにも全額補助があればうれしいですね。

答

問答

問

疑

質

答 問 答 問

答 問答 問

答 問

答 問

定額減税不足分へ補てん

■一般会計の主な補正予算項目

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
事
業
（
定
額
減
税
不

足
額
給
付
分
）

　
　
　
　（
３
０
０
０
万
円
）

　
　
対
象
と
な
る
方
への
周

　
　
知
方
法
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
ま
ち

　
　
広
報
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ぐ

る
り
ん
こ
で
周
知
し
て
い
る
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
通

知
を
し
て
い
る
。

　
　
電
話
で
の
案
内
は
。

　
　
申
請
主
義
で
あ
り
、
個

　
　
別
に
電
話
を
か
け
る
こ

と
は
遠
慮
し
て
い
る
。

●
防
災
行
政
無
線
等
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　（
37
万
円
）

　
　
内
容
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
防
災

　
　
無
線
の
子
局
で
、
ス

ピ
ー
カ
ー
内
の
蓄
電
池
の
不

良
が
２
カ
所
、
ス
ピ
ー
カ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
が
３
カ
所
、
役

場
内
の
発
電
機
の
蓄
電
池
の

交
換
で
あ
る
。

●
各
種
予
防
接
種
委
託
料

　
　
　
　
　（
９
５
０
万
円
）

　
　
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ

　
　
る
も
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
新
型

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
委

託
料
で
あ
り
、
す
べ
て
の
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
対
象
者
数
と
自
己
負
担

　
　
額
は
。

　
　
対
象
者
は
６
２
５
０
人

　
　
を
予
定
し
て
お
り
、
７

年
度
の
自
己
負
担
額
は
、
８

千
円
を
予
定
し
て
い
る
。

●
小
・
中
学
校
指
導
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
事
業

　
　
　
　
　（
３
７
０
万
円
）

　
　
何
台
分
の
購
入
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
小
学

　
　
校
33
台
、
中
学
校
18
台

分
の
指
導
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

購
入
代
金
で
あ
る
。

●
小
学
校
施
設
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　（
90
万
円
）

　
　
亦
楽
小
の
雨
漏
り
の
場

　
　
所
は
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
多
目

　
　
的
ト
イ
レ
や
2
階
か
ら

体
育
館
へ
通
じ
る
廊
下
、
４

年
１
組
前
の
廊
下
で
あ
る
。

●
中
体
連
参
加
補
助
金

　
　
　
　
　
　（
28
万
円
）

　
　
内
容
と
補
助
率
は
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
東
北

　
　
大
会
出
場
は
向
洋
中
が

水
泳
で
１
名
、
七
ヶ
浜
中
が

水
泳
と
陸
上
競
技
で
１
名
ず

つ
で
あ
る
。
全
国
大
会
は
、

向
洋
中
と
七
ヶ
浜
中
と
も
に

水
泳
で
１
名
ず
つ
で
あ
る
。

補
助
率
は
４
／
５
で
主
に
旅

費
に
使
わ
れ
て
い
る
。

国民健康保険

一般会計
賛成 熊谷　明美 反対 歌川　渡

反対 歌川　渡賛成 鈴木　博

賛否なぜ？
収入  85億 8594万円 支出  81 億 3916万円 賛成10：反対2

　防災・減災策として避難経路整備や誘導標識を設置
し、学校教育では不登校対応のほか、通学路の安全確保
に努めた。生活支援として水道料金基本料免除や給食
食材費の支援など物価高騰対策を実施。また、不妊検
査・治療費や自転車用ヘルメット購入への助成など町
独自の支援を行った。さらに、予約システム導入等により
住民サービスの充実が図られた。

　通学路の安全確保やブロック塀の改修、防災･減災
策、耐震化促進において不十分である。また、条例や要
項に基づかない事業実施や駐車場使用料の不均衡が
ある。 財政運営において、基金の積み立てが住民負担
に配慮されておらず、住民への負担軽減策が講じられ
ていない現状がある。 基金の年次的取り崩しを行い、
経済的負担の軽減改善を求める。

収入  21 億 9070万円 支出  21 億 7094万円

　財政状況が厳しい中、住民の医療サービスが維持さ
れたことは評価する。 今後さらに医療費適正化に努め、
特定保健事業の強化や医療費抑制策を期待する。

賛成10：反対2

　基金取り崩しによる国民健康保険世帯の負担引き下
げや、一般会計繰入による加入者負担軽減が図られてい
ない。

介護保険
反対 歌川　渡賛成 鈴木　篤

収入  21 億 4551万円 支出  20 億 5568万円 賛成10：反対2

　急速に高齢化が進む中で、各種予防事業が適切に行わ
れ、要介護認定者を抑制している。 今後も、本町に即した
事業運営を期待する。

　保険料の増加や第一号被保険者の負担軽減策が不十
分である。 制度の見直しを求めるべきである。

後期高齢者医療
反対 歌川　渡賛成 佐藤　直美

収入       2 億 6641万円 支出       2 億 6007万円 賛成10：反対2

　高い徴収率を保ち、丁寧な窓口業務や健康啓発等訪
問事業を適切に遂行された点を評価する。 国への新た
な取り組みや財政措置の要望を期待する。

　高齢者の経済的負担が増えていく仕組みの制度は廃
止すべき。 国に対し負担軽減と制度の見直しを求め、ま
た町独自の支援事業を講ずるべきである。

水道事業

反対 歌川　渡賛成 佐藤　信輝

収入       4 億 9433万円 支出       4 億 4880万円
賛成10：反対2

　水道ビジョンに基づく計画的な老朽管工事など適切
な維持管理がなされ、安定的な水の供給がされている。

　受水契約の見直しを図り、町民に還元すべきである。

　決
算
の
係
数
は
正
確

で
あ
り
、
予
算
執
行
は

適
正
か
つ
効
果
的
に
行

わ
れ
、
健
全
な
財
政
運

営
が
維
持
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。

　今
後
の
財
政
運
営
で

は
、
税
外
収
入
の
収
入

未
済
状
況
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
公
共
施
設
の

維
持
管
理
は
、
ア
ク
ア

リ
ー
ナ
の
機
器
修
繕
や

新
た
な
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
改
築
工
事
を
控
え
、

現
有
施
設
の
廃
止
・
統

合
等
を
含
め
、
維
持
計

画
の
重
要
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

　引
き
続
き
経
常
経
費

の
抑
制
と
点
検
を
行
う

と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

財
源
の
重
点
的
、
効
率

的
な
配
分
と
計
画
的
な

事
務
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

収益的
資本的 収入              338 万円 支出            8985万円

公園墓地事業 収入            1518万円 支出            1478万円 全員賛成

下水道事業 収入      5 億 7228万円 支出       5 億 4503万円
全員賛成

収益的
資本的 収入       2 億 1623万円 支出       3 億 3224万円

監
査
の
意
見

代
表
監
査
委
員

稲
妻
　敏
行
　さ
ん

い
な
ず
ま

　
　とし
ゆ
き

６年度
決算討論その

水道事業および下水道事業における収支の不足分は積立金（留保資金）などで補てんするものの 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ
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項目 補正額 理由

国庫補助金 3,037 万円 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
定額減税不足額給付金支給事業へ充てるもの

歳入（収入）

　７年度一般会計補正予算（３号）は、２億２９９１万円を追加し、総額を
８３億３０２８万円としました。本議案は原案のとおり可決しました。

理由
項目 補正額

物価高騰対応重点支援給付金事業
（定額減税不足額給付分） 3,000 万円

６月補正予算にて、対象者数や給付金額を推計
で算出したものの、所得税および定額減税の実
績が確定したことにより、当初見込んだ予算額
との差額が発生したため

歳出（支出）
理由

むなかた　　　 れい   こ　　　　　　

宗片　玲子さん

　今年の8月に鹿児島県で開催された全国中学校
水泳競技大会に、県代表として子どもが出場し
ました。旅費などが4/5補助されるのは助かり
ます。七ヶ浜中では前払いをしてもらえるの
で、向洋中も同じになれば良いと思います。頑
張っている子どもたちのためだけではなく、物
価高の中、家計をやりくりしている保護者の方
のためにも全額補助があればうれしいですね。

答

問答

問

疑

質

答 問 答 問

答 問答 問

答 問

答 問

定額減税不足分へ補てん

■一般会計の主な補正予算項目

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
事
業
（
定
額
減
税
不

足
額
給
付
分
）

　
　
　
　（
３
０
０
０
万
円
）

　
　
対
象
と
な
る
方
への
周

　
　
知
方
法
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
ま
ち

　
　
広
報
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ぐ

る
り
ん
こ
で
周
知
し
て
い
る
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
通

知
を
し
て
い
る
。

　
　
電
話
で
の
案
内
は
。

　
　
申
請
主
義
で
あ
り
、
個

　
　
別
に
電
話
を
か
け
る
こ

と
は
遠
慮
し
て
い
る
。

●
防
災
行
政
無
線
等
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　（
37
万
円
）

　
　
内
容
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
防
災

　
　
無
線
の
子
局
で
、
ス

ピ
ー
カ
ー
内
の
蓄
電
池
の
不

良
が
２
カ
所
、
ス
ピ
ー
カ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
が
３
カ
所
、
役

場
内
の
発
電
機
の
蓄
電
池
の

交
換
で
あ
る
。

●
各
種
予
防
接
種
委
託
料

　
　
　
　
　（
９
５
０
万
円
）

　
　
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ

　
　
る
も
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長
　
新
型

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
委

託
料
で
あ
り
、
す
べ
て
の
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
対
象
者
数
と
自
己
負
担

　
　
額
は
。

　
　
対
象
者
は
６
２
５
０
人

　
　
を
予
定
し
て
お
り
、
７

年
度
の
自
己
負
担
額
は
、
８

千
円
を
予
定
し
て
い
る
。

●
小
・
中
学
校
指
導
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
事
業

　
　
　
　
　（
３
７
０
万
円
）

　
　
何
台
分
の
購
入
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
小
学

　
　
校
33
台
、
中
学
校
18
台

分
の
指
導
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

購
入
代
金
で
あ
る
。

●
小
学
校
施
設
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　（
90
万
円
）

　
　
亦
楽
小
の
雨
漏
り
の
場

　
　
所
は
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
多
目

　
　
的
ト
イ
レ
や
2
階
か
ら

体
育
館
へ
通
じ
る
廊
下
、
４

年
１
組
前
の
廊
下
で
あ
る
。

●
中
体
連
参
加
補
助
金

　
　
　
　
　
　（
28
万
円
）

　
　
内
容
と
補
助
率
は
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
東
北

　
　
大
会
出
場
は
向
洋
中
が

水
泳
で
１
名
、
七
ヶ
浜
中
が

水
泳
と
陸
上
競
技
で
１
名
ず

つ
で
あ
る
。
全
国
大
会
は
、

向
洋
中
と
七
ヶ
浜
中
と
も
に

水
泳
で
１
名
ず
つ
で
あ
る
。

補
助
率
は
４
／
５
で
主
に
旅

費
に
使
わ
れ
て
い
る
。

国民健康保険

一般会計
賛成 熊谷　明美 反対 歌川　渡

反対 歌川　渡賛成 鈴木　博

賛否なぜ？
収入  85億 8594万円 支出  81 億 3916万円 賛成10：反対2

　防災・減災策として避難経路整備や誘導標識を設置
し、学校教育では不登校対応のほか、通学路の安全確保
に努めた。生活支援として水道料金基本料免除や給食
食材費の支援など物価高騰対策を実施。また、不妊検
査・治療費や自転車用ヘルメット購入への助成など町
独自の支援を行った。さらに、予約システム導入等により
住民サービスの充実が図られた。

　通学路の安全確保やブロック塀の改修、防災･減災
策、耐震化促進において不十分である。また、条例や要
項に基づかない事業実施や駐車場使用料の不均衡が
ある。 財政運営において、基金の積み立てが住民負担
に配慮されておらず、住民への負担軽減策が講じられ
ていない現状がある。 基金の年次的取り崩しを行い、
経済的負担の軽減改善を求める。

収入  21 億 9070万円 支出  21 億 7094万円

　財政状況が厳しい中、住民の医療サービスが維持さ
れたことは評価する。 今後さらに医療費適正化に努め、
特定保健事業の強化や医療費抑制策を期待する。

賛成10：反対2

　基金取り崩しによる国民健康保険世帯の負担引き下
げや、一般会計繰入による加入者負担軽減が図られてい
ない。

介護保険
反対 歌川　渡賛成 鈴木　篤

収入  21 億 4551万円 支出  20 億 5568万円 賛成10：反対2

　急速に高齢化が進む中で、各種予防事業が適切に行わ
れ、要介護認定者を抑制している。 今後も、本町に即した
事業運営を期待する。

　保険料の増加や第一号被保険者の負担軽減策が不十
分である。 制度の見直しを求めるべきである。

後期高齢者医療
反対 歌川　渡賛成 佐藤　直美

収入       2 億 6641万円 支出       2 億 6007万円 賛成10：反対2

　高い徴収率を保ち、丁寧な窓口業務や健康啓発等訪
問事業を適切に遂行された点を評価する。 国への新た
な取り組みや財政措置の要望を期待する。

　高齢者の経済的負担が増えていく仕組みの制度は廃
止すべき。 国に対し負担軽減と制度の見直しを求め、ま
た町独自の支援事業を講ずるべきである。

水道事業

反対 歌川　渡賛成 佐藤　信輝

収入       4 億 9433万円 支出       4 億 4880万円
賛成10：反対2

　水道ビジョンに基づく計画的な老朽管工事など適切
な維持管理がなされ、安定的な水の供給がされている。

　受水契約の見直しを図り、町民に還元すべきである。

　決
算
の
係
数
は
正
確

で
あ
り
、
予
算
執
行
は

適
正
か
つ
効
果
的
に
行

わ
れ
、
健
全
な
財
政
運

営
が
維
持
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。

　今
後
の
財
政
運
営
で

は
、
税
外
収
入
の
収
入

未
済
状
況
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
公
共
施
設
の

維
持
管
理
は
、
ア
ク
ア

リ
ー
ナ
の
機
器
修
繕
や

新
た
な
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
改
築
工
事
を
控
え
、

現
有
施
設
の
廃
止
・
統

合
等
を
含
め
、
維
持
計

画
の
重
要
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

　引
き
続
き
経
常
経
費

の
抑
制
と
点
検
を
行
う

と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

財
源
の
重
点
的
、
効
率

的
な
配
分
と
計
画
的
な

事
務
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

収益的
資本的 収入              338 万円 支出            8985万円

公園墓地事業 収入            1518万円 支出            1478万円 全員賛成

下水道事業 収入      5 億 7228万円 支出       5 億 4503万円
全員賛成

収益的
資本的 収入       2 億 1623万円 支出       3 億 3224万円
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６年度
決算討論その

水道事業および下水道事業における収支の不足分は積立金（留保資金）などで補てんするものの 声なんみ の 声なんみ なんみ んんみみ
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７月
会議

反
対
反
対

歌
川

　
　
渡

賛
成
賛
成

仁
田
　
秀
和

お
お
つ
き
　
　 

や
す
ひ
ろ

い
わ
も
と

　
す
　 

み
　 

こ

ほ
し
　　 

せ
い  

き

る
金
額
で
あ
る
。
書
類
の
流

れ
は
上
席
の
係
長
で
あ
っ
た

り
、
担
当
課
長
の
決
裁
を
経

て
、
企
画
財
政
課
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

議
決
案
件
で
あ
る
こ
と
は
、

職
員
間
で
口
頭
で
の
み
情
報

共
有
が
行
わ
れ
て
い
た
。
物

品
購
入
で
７
０
０
万
円
以
上

の
予
算
が
付
い
た
段
階
で
、

契
約
議
決
案
件
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
抜
け
て
い
た
。

　
　
口
頭
で
の
情
報
共
有
、

　
　
そ
れ
か
ら
財
産
、
備
品

と
い
う
認
識
の
欠
如
が
招
い

た
結
果
で
あ
る
。
町
長
や
副

町
長
、
企
画
財
政
課
の
認
識

と
知
識
の
欠
如
か
ら
決
裁
が

通
っ
て
し
ま
っ
た
。
執
行
部

と
し
て
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

　
　
副
町
長
　
職
員
一
人
一

　
　
人
が
、
疑
問
を
持
っ
て

臨
む
。

●
財
産
取
得
の
変
更

内
容

　
追
認
と
し
て
上
程
さ
れ

た
、
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
購
入
事
業
に

お
い
て
、
一
部
機
器
の
販

売
終
息
に
伴
い
、
代
替
機

器
の
納
入
に
よ
り
取
得
金

額
を
変
更
す
る
も
の
。

・
取
得
金
額
　
　
　
　
　
　

　
変
更
前
　
１
５
４
６
万
円

　
変
更
後
　
１
５
１
６
万
円

　
　（
変
更
額
30
万
円
減
）

・
変
更
契
約
年
月
日
　
　
　

　
　
　
　
　
７
年
５
月
19
日

　
　
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　
　
シ
ス
テ
ム
機
器
で
な
く

代
替
機
で
、
シ
ス
テ
ム
上
は

問
題
な
い
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
販
売

　
　
終
了
し
た
機
器
の
後
継

機
で
、
問
題
な
く
稼
働
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
反
対
な
く

全
会
一
致
で
可
決

会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　
　
な
ぜ
議
決
を
経
ず
に
契

　
　
約
締
結
を
先
行
さ
せ
る

事
態
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
確
認
体
制
だ
っ
た
の
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
納
期

　
　
を
迎
え
、
完
成
検
査
の

準
備
を
進
め
る
中
で
書
類
を

整
理
し
て
い
た
際
に
判
明
し

た
。
通
常
は
担
当
課
で
起
案

し
、
50
万
円
を
超
え
る
契
約

案
件
は
企
画
財
政
課
が
契
約

事
務
を
実
施
し
て
い
る
が
、

議
決
対
象
部
分
の
チ
ェッ
ク

機
能
が
な
く
、
各
課
と
の
口

頭
で
情
報
共
有
し
て
い
た
。

　
　
具
体
的
な
再
発
防
止
策

　
　
と
実
施
の
時
期
は
。

　
　
起
案
用
紙
に
、
議
決
事

　
　
項
の
有
無
を
記
載
す
る

様
式
と
す
る
。
10
月
か
ら
実

施
予
定
で
あ
る
。

　
　
７
０
０
万
円
以
上
の
財

　
　
産
の
取
得
は
議
決
案
件

で
あ
る
。
今
回
は
別
々
の
起

案
に
よ
り
、
町
長
ま
で
決
裁

し
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　
金
額
の
件

　
　
は
、
別
々
で
は
な
く
、

総
額
１
５
０
０
万
円
を
超
え

●
財
産
取
得
　

内
容

　
現
在
稼
働
中
の
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
機
器
サ
ポ
ー
ト
が
終
了

す
る
た
め
、
機
器
を
更
新
し

て
住
民
情
報
の
安
全
性
を
確

保
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
す
る
も
の
。

　
当
事
業
は
、
本
来
、
条
例

に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
が

必
要
と
な
る
財
産
の
取
得
で

あ
っ
た
が
、
議
決
を
経
ず
に

契
約
を
締
結
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
追
認
と

し
て
上
程
さ
れ
た
も
の
。

・
取
得
金
額

　
　
　
　
　
１
５
４
６
万
円

・
契
約
先
　
　
　

　
　
　
　
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
C

・
契
約
年
月
日

　
　
　
　
　
７
年
３
月
14
日

　
　
判
例
や
実
務
に
照
ら
す

　
　
と
、
今
回
の
よ
う
に
事

後
的
に
効
力
を
補
う
場
面
は
、

承
認
案
件
と
整
理
す
る
方
が

妥
当
で
は
。

　
　
総
務
課
長
　
地
方
自
治

　
　
法
の
趣
旨
に
反
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
議

◆
教
育
長
（
再
任
）

大
槻
　
泰
弘
さ
ん

任
期
　
７
年
10
月
1
日
か
ら

３
年
間

◆
教
育
委
員
（
再
任
）

岩
本
　
寿
美
子
さ
ん

任
期
　
７
年
10
月
1
日
か
ら

４
年
間

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
再
任
）

星
　
清
輝
さ
ん

任
期
　
７
年
10
月
１
日
か
ら

３
年
間

　
　
教
育
長
の
再
任
を
判
断

　
　
し
た
理
由
は
。

　
　
町
長
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人

　
　
材
育
成
の
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
推
進
の
観
点
か
ら
、

町
内
の
小
中
学
校
で
勤
務
経

験
が
あ
る
方
が
良
い
と
考
え

判
断
し
た
。

　
　
教
育
長
に
は
、
新
し
い

　
　
視
点
や
発
想
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
求
め

る
声
も
多
い
が
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

　
　
課
題
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新

た
な
課
題
に
対
し
て
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が

ら
、
柔
軟
に
対
応
す
る
素
養

を
持
っ
た
人
物
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
他
に
候
補
者
の
検
討
は

　
　
し
た
の
か
。

　
　
し
て
い
な
い
。

　
　
５
月
の
就
任
以
降
、
仕

事
の
取
り
組
み
方
や
人
と
の

接
し
方
を
見
て
き
た
が
、
と

て
も
真
摯
に
対
応
し
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
将
来
を
考
え
る
姿
勢
が
素

晴
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
今

回
は
他
の
候
補
者
は
検
討
せ

ず
、
再
任
を
提
案
し
た
。

●
６
年
度
水
道
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
処
分
　
　

内
容

　
6
年
度
の
決
算
で
生
じ
た

未
処
分
利
益
剰
余
金
5
0
0

0
万
円
を
、
今
後
の
水
道
施

設
の
更
新
や
改
良
に
充
て
る

た
め
、
建
設
改
良
積
立
金
に

積
み
立
て
る
も
の
。

　
建
設
改
良
積
立
金
に
充
当

す
る
の
で
は
な
く
、
水
道
料

金
引
き
下
げ
に
充
当
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

　
将
来
の
人
口
減
少
に
よ
る

料
金
収
入
減
少
が
避
け
ら
れ

ず
、
持
続
可
能
な
給
水
体
制

を
維
持
す
る
た
め
建
設
改
良

積
立
金
に
充
当
す
る
こ
と
は
、

妥
当
か
つ
適
切
と
判
断
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

内
容

　
議
会
議
員
が
、
町
民
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
人
格
と
倫

理
の
向
上
に
努
め
、
公
正
か

つ
民
主
的
な
町
政
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
、
新
た
な
政
治
倫
理
条
例

の
制
定
を
提
案
す
る
も
の
。

提
出
者
　
　
　
仁
田
　
秀
和

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
参
照

●
火
災
再
発
を
受
け
た
緊
急

対
応
と
実
効
性
あ
る
防
災
対

策
の
徹
底
を
求
め
る
意
見
書

内
容

　
町
内
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
工
場

に
お
い
て
、
繰
り
返
し
火
災

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
２
度
、
県
知
事
あ
て
に
意

見
書
を
提
出
し
て
き
た
が
、

再
び
今
年
に
入
り
火
災
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再

度
知
事
に
対
し
、
緊
急
対
応

等
の
徹
底
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
を
す
る
も
の
。

提
出
者
　
　
　
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
篤

●
財
産
取
得

内
容

　
七
ヶ
浜
町
立
小
中
学
校
教

育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一
式

を
取
得
す
る
も
の
。

・
取
得
の
方
法
　
随
意
契
約

　
に
よ
る
売
買
契
約

・
取
得
金
額
　
８
８
８
０
万
円

・
取
得
の
相
手

み
や
ぎ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
共
同
事
業
体
代
表

　
テ
ク
ノ
・
マ
イ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社

・
納
入
期
限

　
　
8
年
2
月
27
日

　
　
価
格
に
お
い
て
市
場
価

　
　
格
や
他
の
自
治
体
と
比

較
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断

し
た
根
拠
は
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
共
同

　
　
事
業
体
に
よ
る
共
同
調

達
で
あ
る
。
県
内
16
市
町
村

が
加
入
し
て
お
り
価
格
は
妥

当
と
考
え
て
い
る
。

　
　
一
般
的
に
随
意
契
約
は

　
　
価
格
競
争
性
に
乏
し
い

と
み
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

町
と
し
て
公
平
性
や
合
理
性

の
あ
る
調
達
方
式
で
あ
る
と

判
断
し
た
理
由
は
。

　
　
共
同
調
達
会
議
に
お
い

　
　
て
一
般
競
争
入
札
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
競
争
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仕

様
や
価
格
面
に
お
い
て
も
審

査
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
合
理
性
は
あ
る
。

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

内
容

　
６
年
度
七
ヶ
浜
健
康
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備

改
修
工
事
に
お
い
て
、
冷
却

塔
の
応
急
修
繕
の
対
策
と
し

て
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
増

設
す
る
た
め
、
契
約
金
額
を

変
更
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額
　

　
変
更
前　１

億
４
３
０
０
万
円

　
変
更
後　１

億
５
１
１
７
万
円

（
変
更
額
８
１
７
万
円
増
）

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
反
対
な
く

全
会
一
致
で
可
決

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
取
得

　
７
月
会
議
を
７
月
９
日
に
開
催
し
、
変

更
契
約
や
財
産
の
取
得
、
７
年
度
補
正
予

算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
問

疑

質

答 問

答答 問答 問答問

答

答

問問

答 問

答問答 問 答 問

疑

質

論

討

疑

質

契約や財産の取得をする際、どんな場合
に議決が必要になりますか？

なるほど！だから、議決が必要だったの
ですね。

工事・製造の請け負いの場合は 5,000
万円以上、財産の取得・処分は700万円
以上で議決が必要となります。

議決案件の見逃し
　　　　再発防止策を

　
任
期
満
了
に
伴
い
、

議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

売
買
契
約

水
道
事
業

人
事

議
員
提
出
議
案

決

算

審

査

特
別
委
員
会

特　

集

議
案
審
議

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
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７月
会議

反
対
反
対

歌
川

　
　
渡

賛
成
賛
成

仁
田
　
秀
和

お
お
つ
き
　
　 

や
す
ひ
ろ

い
わ
も
と

　
す
　 

み
　 

こ

ほ
し
　　 

せ
い  

き

る
金
額
で
あ
る
。
書
類
の
流

れ
は
上
席
の
係
長
で
あ
っ
た

り
、
担
当
課
長
の
決
裁
を
経

て
、
企
画
財
政
課
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

議
決
案
件
で
あ
る
こ
と
は
、

職
員
間
で
口
頭
で
の
み
情
報

共
有
が
行
わ
れ
て
い
た
。
物

品
購
入
で
７
０
０
万
円
以
上

の
予
算
が
付
い
た
段
階
で
、

契
約
議
決
案
件
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
抜
け
て
い
た
。

　
　
口
頭
で
の
情
報
共
有
、

　
　
そ
れ
か
ら
財
産
、
備
品

と
い
う
認
識
の
欠
如
が
招
い

た
結
果
で
あ
る
。
町
長
や
副

町
長
、
企
画
財
政
課
の
認
識

と
知
識
の
欠
如
か
ら
決
裁
が

通
っ
て
し
ま
っ
た
。
執
行
部

と
し
て
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

　
　
副
町
長
　
職
員
一
人
一

　
　
人
が
、
疑
問
を
持
っ
て

臨
む
。

●
財
産
取
得
の
変
更

内
容

　
追
認
と
し
て
上
程
さ
れ

た
、
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
購
入
事
業
に

お
い
て
、
一
部
機
器
の
販

売
終
息
に
伴
い
、
代
替
機

器
の
納
入
に
よ
り
取
得
金

額
を
変
更
す
る
も
の
。

・
取
得
金
額
　
　
　
　
　
　

　
変
更
前
　
１
５
４
６
万
円

　
変
更
後
　
１
５
１
６
万
円

　
　（
変
更
額
30
万
円
減
）

・
変
更
契
約
年
月
日
　
　
　

　
　
　
　
　
７
年
５
月
19
日

　
　
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　
　
シ
ス
テ
ム
機
器
で
な
く

代
替
機
で
、
シ
ス
テ
ム
上
は

問
題
な
い
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
販
売

　
　
終
了
し
た
機
器
の
後
継

機
で
、
問
題
な
く
稼
働
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
反
対
な
く

全
会
一
致
で
可
決

会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　
　
な
ぜ
議
決
を
経
ず
に
契

　
　
約
締
結
を
先
行
さ
せ
る

事
態
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
確
認
体
制
だ
っ
た
の
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
納
期

　
　
を
迎
え
、
完
成
検
査
の

準
備
を
進
め
る
中
で
書
類
を

整
理
し
て
い
た
際
に
判
明
し

た
。
通
常
は
担
当
課
で
起
案

し
、
50
万
円
を
超
え
る
契
約

案
件
は
企
画
財
政
課
が
契
約

事
務
を
実
施
し
て
い
る
が
、

議
決
対
象
部
分
の
チ
ェッ
ク

機
能
が
な
く
、
各
課
と
の
口

頭
で
情
報
共
有
し
て
い
た
。

　
　
具
体
的
な
再
発
防
止
策

　
　
と
実
施
の
時
期
は
。

　
　
起
案
用
紙
に
、
議
決
事

　
　
項
の
有
無
を
記
載
す
る

様
式
と
す
る
。
10
月
か
ら
実

施
予
定
で
あ
る
。

　
　
７
０
０
万
円
以
上
の
財

　
　
産
の
取
得
は
議
決
案
件

で
あ
る
。
今
回
は
別
々
の
起

案
に
よ
り
、
町
長
ま
で
決
裁

し
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　
金
額
の
件

　
　
は
、
別
々
で
は
な
く
、

総
額
１
５
０
０
万
円
を
超
え

●
財
産
取
得
　

内
容

　
現
在
稼
働
中
の
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
機
器
サ
ポ
ー
ト
が
終
了

す
る
た
め
、
機
器
を
更
新
し

て
住
民
情
報
の
安
全
性
を
確

保
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
す
る
も
の
。

　
当
事
業
は
、
本
来
、
条
例

に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
が

必
要
と
な
る
財
産
の
取
得
で

あ
っ
た
が
、
議
決
を
経
ず
に

契
約
を
締
結
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
追
認
と

し
て
上
程
さ
れ
た
も
の
。

・
取
得
金
額

　
　
　
　
　
１
５
４
６
万
円

・
契
約
先
　
　
　

　
　
　
　
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
C

・
契
約
年
月
日

　
　
　
　
　
７
年
３
月
14
日

　
　
判
例
や
実
務
に
照
ら
す

　
　
と
、
今
回
の
よ
う
に
事

後
的
に
効
力
を
補
う
場
面
は
、

承
認
案
件
と
整
理
す
る
方
が

妥
当
で
は
。

　
　
総
務
課
長
　
地
方
自
治

　
　
法
の
趣
旨
に
反
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
議

◆
教
育
長
（
再
任
）

大
槻
　
泰
弘
さ
ん

任
期
　
７
年
10
月
1
日
か
ら

３
年
間

◆
教
育
委
員
（
再
任
）

岩
本
　
寿
美
子
さ
ん

任
期
　
７
年
10
月
1
日
か
ら

４
年
間

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
再
任
）

星
　
清
輝
さ
ん

任
期
　
７
年
10
月
１
日
か
ら

３
年
間

　
　
教
育
長
の
再
任
を
判
断

　
　
し
た
理
由
は
。

　
　
町
長
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人

　
　
材
育
成
の
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
推
進
の
観
点
か
ら
、

町
内
の
小
中
学
校
で
勤
務
経

験
が
あ
る
方
が
良
い
と
考
え

判
断
し
た
。

　
　
教
育
長
に
は
、
新
し
い

　
　
視
点
や
発
想
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
求
め

る
声
も
多
い
が
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

　
　
課
題
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新

た
な
課
題
に
対
し
て
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が

ら
、
柔
軟
に
対
応
す
る
素
養

を
持
っ
た
人
物
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
他
に
候
補
者
の
検
討
は

　
　
し
た
の
か
。

　
　
し
て
い
な
い
。

　
　
５
月
の
就
任
以
降
、
仕

事
の
取
り
組
み
方
や
人
と
の

接
し
方
を
見
て
き
た
が
、
と

て
も
真
摯
に
対
応
し
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
将
来
を
考
え
る
姿
勢
が
素

晴
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
今

回
は
他
の
候
補
者
は
検
討
せ

ず
、
再
任
を
提
案
し
た
。

●
６
年
度
水
道
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
処
分
　
　

内
容

　
6
年
度
の
決
算
で
生
じ
た

未
処
分
利
益
剰
余
金
5
0
0

0
万
円
を
、
今
後
の
水
道
施

設
の
更
新
や
改
良
に
充
て
る

た
め
、
建
設
改
良
積
立
金
に

積
み
立
て
る
も
の
。

　
建
設
改
良
積
立
金
に
充
当

す
る
の
で
は
な
く
、
水
道
料

金
引
き
下
げ
に
充
当
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

　
将
来
の
人
口
減
少
に
よ
る

料
金
収
入
減
少
が
避
け
ら
れ

ず
、
持
続
可
能
な
給
水
体
制

を
維
持
す
る
た
め
建
設
改
良

積
立
金
に
充
当
す
る
こ
と
は
、

妥
当
か
つ
適
切
と
判
断
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

内
容

　
議
会
議
員
が
、
町
民
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
人
格
と
倫

理
の
向
上
に
努
め
、
公
正
か

つ
民
主
的
な
町
政
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
、
新
た
な
政
治
倫
理
条
例

の
制
定
を
提
案
す
る
も
の
。

提
出
者
　
　
　
仁
田
　
秀
和

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
参
照

●
火
災
再
発
を
受
け
た
緊
急

対
応
と
実
効
性
あ
る
防
災
対

策
の
徹
底
を
求
め
る
意
見
書

内
容

　
町
内
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
工
場

に
お
い
て
、
繰
り
返
し
火
災

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
２
度
、
県
知
事
あ
て
に
意

見
書
を
提
出
し
て
き
た
が
、

再
び
今
年
に
入
り
火
災
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再

度
知
事
に
対
し
、
緊
急
対
応

等
の
徹
底
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
を
す
る
も
の
。

提
出
者
　
　
　
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
篤

●
財
産
取
得

内
容

　
七
ヶ
浜
町
立
小
中
学
校
教

育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一
式

を
取
得
す
る
も
の
。

・
取
得
の
方
法
　
随
意
契
約

　
に
よ
る
売
買
契
約

・
取
得
金
額
　
８
８
８
０
万
円

・
取
得
の
相
手

み
や
ぎ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
共
同
事
業
体
代
表

　
テ
ク
ノ
・
マ
イ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社

・
納
入
期
限

　
　
8
年
2
月
27
日

　
　
価
格
に
お
い
て
市
場
価

　
　
格
や
他
の
自
治
体
と
比

較
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断

し
た
根
拠
は
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
共
同

　
　
事
業
体
に
よ
る
共
同
調

達
で
あ
る
。
県
内
16
市
町
村

が
加
入
し
て
お
り
価
格
は
妥

当
と
考
え
て
い
る
。

　
　
一
般
的
に
随
意
契
約
は

　
　
価
格
競
争
性
に
乏
し
い

と
み
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

町
と
し
て
公
平
性
や
合
理
性

の
あ
る
調
達
方
式
で
あ
る
と

判
断
し
た
理
由
は
。

　
　
共
同
調
達
会
議
に
お
い

　
　
て
一
般
競
争
入
札
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
競
争
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仕

様
や
価
格
面
に
お
い
て
も
審

査
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
合
理
性
は
あ
る
。

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

内
容

　
６
年
度
七
ヶ
浜
健
康
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備

改
修
工
事
に
お
い
て
、
冷
却

塔
の
応
急
修
繕
の
対
策
と
し

て
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
増

設
す
る
た
め
、
契
約
金
額
を

変
更
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額
　

　
変
更
前　１

億
４
３
０
０
万
円

　
変
更
後　１

億
５
１
１
７
万
円

（
変
更
額
８
１
７
万
円
増
）

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
反
対
な
く

全
会
一
致
で
可
決

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
取
得

　
７
月
会
議
を
７
月
９
日
に
開
催
し
、
変

更
契
約
や
財
産
の
取
得
、
７
年
度
補
正
予

算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
問

疑

質

答 問

答答 問答 問答問

答

答

問問

答 問

答問答 問 答 問

疑

質

論

討

疑

質

契約や財産の取得をする際、どんな場合
に議決が必要になりますか？

なるほど！だから、議決が必要だったの
ですね。

工事・製造の請け負いの場合は 5,000
万円以上、財産の取得・処分は700万円
以上で議決が必要となります。

議決案件の見逃し
　　　　再発防止策を

　
任
期
満
了
に
伴
い
、

議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

売
買
契
約

水
道
事
業

人
事

議
員
提
出
議
案

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問
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こども誰でも通園の実施体制は
遠山保育所で検討している町長

問答

問

問 答

問

答

答

答

問

答

問

問

答問

答

答 問答 問

　
　「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

　
　
制
度
」は
、現
行
の
幼

児
教
育・保
育
給
付
と
は
別

で
あ
る
。月
一
定
時
間
ま
で

の
利
用
範
囲
の
中
で
保
護
者

の
就
労
要
件
を
問
わ
な
い
こ

と
や
、時
間
単
位
で
の
利
用

を
可
能
に
す
る
な
ど
、柔
軟

に
利
用
で
き
る
支
援
制
度
で

あ
る
。利
用
対
象
者
は
生
後

６
力
月
か
ら
３
歳
未
満
の
未

就
学
児
と
な
っ
て
い
る
。国

は
８
年
度
か
ら
全
国
の
自
治

体
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。本
町
で
は
、事
業
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
検
討
会
を
開

催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
こ
ど
も
家
庭
庁

　
　
か
ら
実
施
要
綱
が
示
さ

れ
て
い
る
。そ
の
内
容
に
基

づ
き
、遠
山
保
育
所
で
実
施

す
る
場
合
の
対
応
を
内
部
検

討
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
検
討
会
や
実
態

調
査
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
　
ス
タ
ー
ト
ま
で
約
７
力

　
　
月
し
か
な
い
。円
滑
な

事
業
実
施
の
た
め
に
、ニ
ー

ズ
調
査
は
必
要
と
思
う
が
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　

　
　
利
用
時
間
が
月
10
時
間

と
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、ど

の
く
ら
い
利
用
者
が
あ
る
か

全
容
を
把
握
す
る
の
は
難
し

い
。そ
の
た
め
に
、遠
山
保
育

所
の
一
時
保
育
で
実
施
を
進

め
た
い
。

　
　
こ
の
制
度
は
、子
ど
も

　
　
の
健
や
か
な
成
長
を
目

的
と
し
た
、子
ど
も
の
た
め

の
預
か
り
支
援
制
度
で
あ
る

の
に
対
し
て
、現
行
の
一
時

預
か
り
事
業
は
、保
護
者
の

た
め
の
支
援
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。子
ど
も
の
良
質

な
生
育
環
境
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
観
点
か
ら「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」の
意
義
を

し
っ
か
り
捉
え
て
、差
別
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
一
時
保
育
と
の
す
み
分

　
　
け
は
、月
10
時
間
と
限

ら
れ
た
中
で
、子
ど
も
の
成

長
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
く

か
が
必
要
で
あ
る
。担
当
を

持
た
な
い
フ
リ
ー
の
保
育
士

や
経
験
豊
富
な
保
育
士
が
担

当
す
る
こ
と
や
き
め
細
か
な

対
応
、リ
ス
ク
管
理
を
し
っ

か
り
と
す
る
こ
と
で
対
応
し

た
い
。

　
　
実
施
可
能
な
施
設
は
、

　
　
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も

園
、幼
稚
園
、地
域
子
育
て

支
援
拠
点
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。本
町
は
遠
山
保
育
所
の

み
か
。他
の
施
設
を
希
望
す

る
声
が
あ
る
場
合
の
対
応
は
。

　
　
認
定
こ
ど
も
園
５
施
設

　
　
か
ら
、公
立
保
育
所
の

実
施
状
況
を
見
な
が
ら
、協

力
し
て
い
き
た
い
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
。

　
　
人
材（
保
育
士
）の
確

　
　
保
と
負
担
軽
減
、保
育

の
維
持
向
上
は
確
保
さ
れ
る

の
か
。県
で
は
、潜
在
保
育

士
な
ど
が
登
録
し
て
い
る
、

保
育
士
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

用
を
紹
介
し
て
い
る
が
。

　
　
県
か
ら
の
情
報
を
収
集

　
　
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
後
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

　
　
応
や
障
が
い
児
、医
療

的
ケ
ア
児
、発
達
障
が
い
児

の
受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

保
健
師
の
導
入
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
町
長
　
児
童
の
安
全
面

　
　
を
考
慮
し
、現
場
の
保

育
士
と
保
健
師
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
受
け
入
れ
時
間
と
慣
れ

　
　
な
い
子
ど
も
を
連
れ
て

の
園
外
活
動
な
ど
に
関
し
て
、

安
全
対
策
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
開
設
時
間
は
、午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。そ
の
時
間
の

中
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

安
全
対
策
に
関
し
て
は
、既

存
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参

考
に
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に

　
　
通
園
し
て
保
育
や
療
養

を
受
け
る「
親
子
通
園
」の

導
入
の
考
え
は
。

　
　
町
長
　
新
た
な
環
境
で

　
　
保
護
者
と
離
れ
て
過
ご

す
生
活
に
自
然
と
慣
れ
て
い

け
る
よ
う
に
、
一
定
期
間
設

け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
認
知
度
向
上
と
情
報
提

　
　
供
の
観
点
か
ら
、周
知

方
法
の
工
夫
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
国
か
ら
示
さ
れ
る
リ
ー

　
　
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し

な
が
ら
、新
生
児
訪
問
や
各

種
乳
幼
児
健
診
、ま
ち
広
報

紙
、ホ
ー
ム
ペー
ジ
な
ど
で
、

広
く
情
報
提
供
し
た
い
。

　
　
今
後
策
定
さ
れ
る「
子

　
　
ど
も
計
画
」に
は
、詳

細
な
内
容
を
掲
載
す
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法

　
　
に
基
づ
く
新
た
な
事
業

と
し
て
、第
３
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
盛

り
込
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

「
子
ど
も
計
画
」に
記
載
す

る
か
は
、ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

熊　谷　明　美
くま が い あ け み

まずは利用してみよう !

町の考えを聞く 一 般 質 問

９月会議では　　　が質問！！！８人
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公共施設

歌川　 渡 ・・・15ページ
・「海遊ほのぼの農園」に
・学校体育館にエアコン設置を
・中学校入学祝い金の実施を

暮らし
公共施設

子育て

遠藤 喜二 ・・・16ページ
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・君ヶ岡配水池の工事完了検査は 施設管理

環境衛生

鈴木 洋市 ・・・17ページ
・小中学校体育館の
　　　　　　　空調設備整備を
・グラウンドの適切な維持管理を

教育
公共施設

鈴木 惠子 ・・・18ページ
・亦楽小学校の
　　　　給食配膳設備の改善を
・東宮浜地区通学路の草刈りを

佐藤 直美 ・・・19ページ
・町長の学校再編ビジョンの考えは
・放課後児童クラブの
　　　　　　　開設時間の延長を 子育て

鈴木　 篤 ・・・20ページ
・老朽化した学校施設の修繕を
・温暖化対策の進捗は 環境

公共施設

一問一答方式 事前通告

一般質問の全容 一人当たりの質問時間

質問者の一つの質問に対して答弁者が一
つずつ答弁をするキャッチボール方式。

質問内容は事前通告書として提出。事前
通告とは、一般質問する項目を町当局に
対してあらかじめ伝えておくための制度。

議会だよりに掲載しているものは一部分
になります。全部の内容は、数ヵ月後、
ホームページに掲載されます。上の二次
元コードからご覧になれます。

議員の一人の質問時間が合計で
30分まで。
（町当局の答弁時間は含まず。）

定例会等会議録

　議員は、町が行う取り組み内容や問題に関し、幅広く質問することができ
ます。これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答
えます。一般質問は、町民の皆さんの声を届け、議員と町当局が話し合う貴
重な機会です。

一
般
質
問

町
政
を
問
う

衛生管理
交通安全

教育振興

暮らし

決

算

審

査

特
別
委
員
会

特　

集

議
案
審
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

補
正
予
算



  13  しちがはま議会だより　第165号○○

こども誰でも通園の実施体制は
遠山保育所で検討している町長

問答

問

問 答

問

答

答

答

問

答

問

問

答問

答

答 問答 問

　
　「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

　
　
制
度
」は
、現
行
の
幼

児
教
育・保
育
給
付
と
は
別

で
あ
る
。月
一
定
時
間
ま
で

の
利
用
範
囲
の
中
で
保
護
者

の
就
労
要
件
を
問
わ
な
い
こ

と
や
、時
間
単
位
で
の
利
用

を
可
能
に
す
る
な
ど
、柔
軟

に
利
用
で
き
る
支
援
制
度
で

あ
る
。利
用
対
象
者
は
生
後

６
力
月
か
ら
３
歳
未
満
の
未

就
学
児
と
な
っ
て
い
る
。国

は
８
年
度
か
ら
全
国
の
自
治

体
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。本
町
で
は
、事
業
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
検
討
会
を
開

催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
こ
ど
も
家
庭
庁

　
　
か
ら
実
施
要
綱
が
示
さ

れ
て
い
る
。そ
の
内
容
に
基

づ
き
、遠
山
保
育
所
で
実
施

す
る
場
合
の
対
応
を
内
部
検

討
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
検
討
会
や
実
態

調
査
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
　
ス
タ
ー
ト
ま
で
約
７
力

　
　
月
し
か
な
い
。円
滑
な

事
業
実
施
の
た
め
に
、ニ
ー

ズ
調
査
は
必
要
と
思
う
が
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　

　
　
利
用
時
間
が
月
10
時
間

と
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、ど

の
く
ら
い
利
用
者
が
あ
る
か

全
容
を
把
握
す
る
の
は
難
し

い
。そ
の
た
め
に
、遠
山
保
育

所
の
一
時
保
育
で
実
施
を
進

め
た
い
。

　
　
こ
の
制
度
は
、子
ど
も

　
　
の
健
や
か
な
成
長
を
目

的
と
し
た
、子
ど
も
の
た
め

の
預
か
り
支
援
制
度
で
あ
る

の
に
対
し
て
、現
行
の
一
時

預
か
り
事
業
は
、保
護
者
の

た
め
の
支
援
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。子
ど
も
の
良
質

な
生
育
環
境
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
観
点
か
ら「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」の
意
義
を

し
っ
か
り
捉
え
て
、差
別
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
一
時
保
育
と
の
す
み
分

　
　
け
は
、月
10
時
間
と
限

ら
れ
た
中
で
、子
ど
も
の
成

長
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
く

か
が
必
要
で
あ
る
。担
当
を

持
た
な
い
フ
リ
ー
の
保
育
士

や
経
験
豊
富
な
保
育
士
が
担

当
す
る
こ
と
や
き
め
細
か
な

対
応
、リ
ス
ク
管
理
を
し
っ

か
り
と
す
る
こ
と
で
対
応
し

た
い
。

　
　
実
施
可
能
な
施
設
は
、

　
　
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も

園
、幼
稚
園
、地
域
子
育
て

支
援
拠
点
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。本
町
は
遠
山
保
育
所
の

み
か
。他
の
施
設
を
希
望
す

る
声
が
あ
る
場
合
の
対
応
は
。

　
　
認
定
こ
ど
も
園
５
施
設

　
　
か
ら
、公
立
保
育
所
の

実
施
状
況
を
見
な
が
ら
、協

力
し
て
い
き
た
い
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
。

　
　
人
材（
保
育
士
）の
確

　
　
保
と
負
担
軽
減
、保
育

の
維
持
向
上
は
確
保
さ
れ
る

の
か
。県
で
は
、潜
在
保
育

士
な
ど
が
登
録
し
て
い
る
、

保
育
士
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

用
を
紹
介
し
て
い
る
が
。

　
　
県
か
ら
の
情
報
を
収
集

　
　
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
後
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

　
　
応
や
障
が
い
児
、医
療

的
ケ
ア
児
、発
達
障
が
い
児

の
受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

保
健
師
の
導
入
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
町
長
　
児
童
の
安
全
面

　
　
を
考
慮
し
、現
場
の
保

育
士
と
保
健
師
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
受
け
入
れ
時
間
と
慣
れ

　
　
な
い
子
ど
も
を
連
れ
て

の
園
外
活
動
な
ど
に
関
し
て
、

安
全
対
策
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
開
設
時
間
は
、午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。そ
の
時
間
の

中
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

安
全
対
策
に
関
し
て
は
、既

存
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参

考
に
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に

　
　
通
園
し
て
保
育
や
療
養

を
受
け
る「
親
子
通
園
」の

導
入
の
考
え
は
。

　
　
町
長
　
新
た
な
環
境
で

　
　
保
護
者
と
離
れ
て
過
ご

す
生
活
に
自
然
と
慣
れ
て
い

け
る
よ
う
に
、
一
定
期
間
設

け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
認
知
度
向
上
と
情
報
提

　
　
供
の
観
点
か
ら
、周
知

方
法
の
工
夫
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
国
か
ら
示
さ
れ
る
リ
ー

　
　
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し

な
が
ら
、新
生
児
訪
問
や
各

種
乳
幼
児
健
診
、ま
ち
広
報

紙
、ホ
ー
ム
ペー
ジ
な
ど
で
、

広
く
情
報
提
供
し
た
い
。

　
　
今
後
策
定
さ
れ
る「
子

　
　
ど
も
計
画
」に
は
、詳

細
な
内
容
を
掲
載
す
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法

　
　
に
基
づ
く
新
た
な
事
業

と
し
て
、第
３
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
盛

り
込
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

「
子
ど
も
計
画
」に
記
載
す

る
か
は
、ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

熊　谷　明　美
くま が い あ け み

まずは利用してみよう !

町の考えを聞く 一 般 質 問

９月会議では　　　が質問！！！８人

熊谷 明美 ・・・13ページ
・こども誰でも通園の実施体制は 子育て

仁田 秀和 ・・・14ページ
・調整区域における
　　　　　　　地区計画活用は
・民間と共存する
　　　　　公設駐車場の考えは

まちづくり

公共施設

歌川　 渡 ・・・15ページ
・「海遊ほのぼの農園」に
・学校体育館にエアコン設置を
・中学校入学祝い金の実施を

暮らし
公共施設

子育て

遠藤 喜二 ・・・16ページ
・土葬に対する町の見解は
・危険なごみ集積所の安全対策を
・君ヶ岡配水池の工事完了検査は 施設管理

環境衛生

鈴木 洋市 ・・・17ページ
・小中学校体育館の
　　　　　　　空調設備整備を
・グラウンドの適切な維持管理を

教育
公共施設

鈴木 惠子 ・・・18ページ
・亦楽小学校の
　　　　給食配膳設備の改善を
・東宮浜地区通学路の草刈りを

佐藤 直美 ・・・19ページ
・町長の学校再編ビジョンの考えは
・放課後児童クラブの
　　　　　　　開設時間の延長を 子育て

鈴木　 篤 ・・・20ページ
・老朽化した学校施設の修繕を
・温暖化対策の進捗は 環境

公共施設

一問一答方式 事前通告

一般質問の全容 一人当たりの質問時間

質問者の一つの質問に対して答弁者が一
つずつ答弁をするキャッチボール方式。

質問内容は事前通告書として提出。事前
通告とは、一般質問する項目を町当局に
対してあらかじめ伝えておくための制度。

議会だよりに掲載しているものは一部分
になります。全部の内容は、数ヵ月後、
ホームページに掲載されます。上の二次
元コードからご覧になれます。

議員の一人の質問時間が合計で
30分まで。
（町当局の答弁時間は含まず。）

定例会等会議録

　議員は、町が行う取り組み内容や問題に関し、幅広く質問することができ
ます。これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答
えます。一般質問は、町民の皆さんの声を届け、議員と町当局が話し合う貴
重な機会です。

一
般
質
問

町
政
を
問
う

衛生管理
交通安全

教育振興

暮らし

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問
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「海遊ほのぼの農園」に
利用しやすい環境作りに努めたい町長

調整区域における
　　　　　　地区計画活用は

現行制度で検討していく町長

現
状
通
り
無
料
開
放
す
る

町
長
民
間
と
共
存
す
る

　
　
　
　公
設
駐
車
場
の
考
え
は

中学校入学祝い金の
　　　　　　　実施を
町長 町独自で実施する

　　　　　考えはない

現
時
点
で
の

　設
置
計
画
は
な
い

教
育
長

学
校
体
育
館
に

　
　エ
ア
コ
ン
設
置
を

答 問

答 問

問答

問

問答

答

問

答

問 答

答

問答

答

問

答

答

問

問答

問答

問問 答答

問

問答

問答 問

　
　
町
民
農
園
の
設
置
及
び

　
　
管
理
に
関
す
る
条
例
第

５
条「
農
園
の
利
用
期
間
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
と
す
る
」を
第
５
条

「
農
園
の
利
用
期
間
は
、申

し
込
み
月
か
ら
１
年
間
と
す

る
」に
改
正
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
満
了
期
間
に
ば

　
　
ら
つ
き
が
生
じ
、区
画

の
み
利
用
期
間
が
長
期
化
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

管
理
上
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
ら

な
い
か
検
証
し
た
い
。

　
　
同
５
条
２
項「
利
用
期

　
　
間
の
延
長
は
…
５
年
と

す
る
。」を
さ
ら
な
る
期
間

延
長
す
る
考
え
は
。

　
　
５
年
の
期
間
を
満
了
し

　
　
た
方
で
も
空
き
が
あ
れ

ば
、２
カ
月
経
過
後
、再
申

込
み
の
上
、貸
出
可
能
で
あ

る
。し
か
し
、使
用
し
て
い

た
区
画
と
は
限
ら
な
い
。

　
　
新
た
な
利
用
者
の
た
め
、

　
　
３
区
画
以
上
の
利
用
者

の
期
間
延
長
の
適
正
な
対
応

を
す
る
考
え
は
。

　
　
多
く
の
方
に
利
用
し
て

　
　
も
ら
う
た
め
、現
在
の

利
用
者
の
理
解
に
努
め
、対

応
し
た
い
。

　
　
利
用
区
画
を
明
確
に
表

　
　
示
す
べき
で
は
。

　
　
利
用
者
の
作
業
の
妨
げ

　
　
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、利
用
者
の
意
見

を
聞
き
、検
討
し
た
い
。

　
　
利
用
区
画
間
お
よ
び
未

　
　
利
用
区
画
の
定
期
除
草

を
す
べき
で
は
。

　
　
年
２
回
程
度
、職
員
で

　
　
敷
地
内
の
除
草
を
し
て

い
る
。通
路
分
等
は
利
用
者

に
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
町
で
は
、人
口
減
少

　
　
と
定
住
促
進
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。市
街
化
調
整

区
域
の
規
制
に
よ
り
、住
宅

建
築
や
開
発
が
制
限
さ
れ
、

希
望
者
が
他
自
治
体
へ
流
出

す
る
事
例
が
少
な
く
な
い
。

今
後
の
都
市
計
画
見
直
し
は
、

規
制
緩
和
の
絶
好
の
機
会
で

あ
る
。そ
の
際
に
、地
区
計

画
導
入
に
よ
る
定
住
促
進
や

商
業
機
能
を
再
生
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
現
時
点
で
は
市

　
　
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
、新
た
に
地
区
計
画
を
定

め
る
方
針
は
な
い
。地
区
計

画
を
定
め
る
こ
と
で
土
地
利

用
が
厳
格
化
さ
れ
、か
え
っ

て
地
域
の
活
性
化
を
阻
害
す

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

現
行
の
制
度
の
中
で
、よ
り

柔
軟
な
運
用
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
は
、地
域
の
特
性
を

生
か
し
て
い
く
上
で
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
　
地
区
計
画
導
入
に
よ
り
、

　
　
狭
あ
い
道
路
解
消
や
空

き
地
活
用
を
一
体
的
に
進
め

ら
れ
る
の
で
は
。

　
　
新
た
に
地
区
計
画
を
定

　
　
め
る
方
針
は
な
い
が
、

狭
あ
い
道
路
解
消
は
、生
活

の
利
便
性
と
防
災
面
で
の
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。道
路

拡
幅
に
は
、沿
道
の
土
地
所

有
者
や
住
民
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。町
と
し
て
は
、

住
宅
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ

る
土
地
利
用
の
変
更
に
合
わ

せ
て
、町
狭
あ
い
道
路
整
備

事
業
実
施
要
綱
に
よ
り
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
　
空
き
家
や
空
き
地
を
整

　
　
備
し
、子
育
て
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
住
居
整

備
を
進
め
る
こ
と
で
、移
住

定
住
の
促
進
や
少
子
高
齢
化

の
課
題
解
消
に
一
手
を
打
つ

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、茨
城
県
境
町
で
は
、

移
住
定
住
促
進
戸
建
住
宅
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
。

本
町
と
し
て
も
、目
玉
事
業

と
し
て
参
考
に
な
る
と
考
え

る
が
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
現
時
点
で
は
予
定
は
な

い
が
、先
進
事
例
な
ど
、い

ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

今
後
、都
市
計
画
や
住
宅
誘

導
も
含
め
、そ
う
い
っ
た
支

援
策
が
可
能
か
ど
う
か
も
合

わ
せ
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
海
開
き
期
間
中
に
、な

　
　
が
す
か
多
目
的
広
場
の

公
設
駐
車
場
が
無
料
開
放
さ

れ
、隣
接
す
る
民
間
有
料
駐

車
場
の
利
用
者
が
激
減
し
て

い
る
。町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
な
が
す
か
多
目

　
　
的
広
場
は
町
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
整
備
し
て
い
る
。

駐
車
場
は
、現
状
の
通
り
無

料
開
放
の
ま
ま
で
、全
体
の

公
益
性
を
優
先
す
る
べき
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
駐
車
場
の
出
入
り
口
に

　
　
リ
ー
ス
方
式
ゲ
ー
ト
な

ど
を
設
置
し
、有
料
化
す
る

考
え
は
。

　
　
設
置
や
運
営
費
用
、料

   
　
金
徴
収
の
た
め
の
人
員

配
置
な
ど
、多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
た
め
有
料
化
の

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
　
国
が
学
校
施
設
の
エ
ア

　
　
コ
ン
設
置（
空
調
設
備
）

を
緊
急
防
災・減
災
事
業
債

の
対
象
に
し
た
の
は
い
つ
か
。

　
　
町
長
　
平
成
28
年
10
月

　
　
で
あ
る
。

　
　
国
の
直
近
に
お
け
る
避

　
　
難
所
指
定
さ
れ
て
い
る

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

率
の
全
国
平
均
と
宮
城
県
の

設
置
率
は
。ま
た
、設
置
率

が
高
い
都
道
府
県
は
ど
こ
で

何
％
か
。

　
　
全
国
の
設
置
率
は
23・

　
　
７
％
で
あ
り
、宮
城
県

は
７・１
％
。東
京
都
で
92・

６
％
で
あ
る
。

　
　
国
は
15
年
度
ま
で
小
中

　
　
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
率
を
95
％
に
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
る
が
、町
の

設
置
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
教
育
長
　
計
画
は
な
い
。

　
　
年
次
的
に
エ
ア
コ
ン
設

　
　
置
を
行
う
考
え
は
。

　
　
設
置
の
計
画
は
な
い
。

　
　
多
子
世
帯
の
小
学
校
入

　
　
学
時
と
同
様
に
中
学
校

入
学
時
で
の
経
済
的
負
担
が

大
き
い
の
で
は
。

　
　
町
長
　
教
材
費
や
制
服

　
　
代
等
で
保
護
者
の
経
済

的
負
担
が
大
き
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

　
　
８
年
度
で
予
想
さ
れ
る

　
　
多
子
世
帯
数
は
。

　
　
25
世
帯
で
あ
る
と
見
込

　
　
ま
れ
る
。

　
　
支
給
で
き
な
い
理
由
は

　
　
あ
る
の
か
。

　
　
子
育
て
の
経
済
的
支
援

　
　
の
継
続
に
は
、全
体
事

業
を
精
査
し
、財
源
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。現
時
点

で
は
支
援
の
考
え
は
な
い
。

　
　
町
と
し
て
菖
蒲
田
海
水

　
　
浴
場
を
観
光
資
源
と
明

確
に
位
置
づ
け
て
、財
源
確

保
と
地
域
活
性
化
を
両
立
す

る
政
策
を
主
導
す
る
考
え
が

重
要
で
あ
る
。そ
の
中
で
町

営
駐
車
場
と
民
間
駐
車
場
の

公
平
性
を
確
保
し
、共
存
を

図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。民
間
と
共
存
共
栄
の
道

を
打
開
す
る
考
え
は
。

　
　
共
存
共
栄
と
言
う
が
、

　
　
菖
蒲
田
の
海
水
浴
場
は
、

砂
浜
は
国
有
地
で
国
の
も
の

で
、海
域
も
国
の
も
の
、防

潮
提
は
県
管
理
の
も
の
で
町

の
も
の
で
は
な
く
何
と
も
言

え
な
い
。全
く
町
が
関
わ
り

の
な
い
土
地
の
中
で
、た
だ

利
用
者
の
方
に
は
憩
い
の
場

所
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

歌　川　　　渡
う た が わ わたる

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

民間と共存する駐車場運営を

ここは道路ですか？畑ですか？

町の考えを聞く 一 般 質 問

※その他にもこんな質問をしました。
「君ヶ岡公園のアスレチック遊具整備による子どもの体験環境向上と地域活性化について」

決

算

審

査

特
別
委
員
会

特　

集

議
案
審
議

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
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「海遊ほのぼの農園」に
利用しやすい環境作りに努めたい町長

調整区域における
　　　　　　地区計画活用は

現行制度で検討していく町長

現
状
通
り
無
料
開
放
す
る

町
長
民
間
と
共
存
す
る

　
　
　
　公
設
駐
車
場
の
考
え
は

中学校入学祝い金の
　　　　　　　実施を
町長 町独自で実施する

　　　　　考えはない

現
時
点
で
の

　設
置
計
画
は
な
い

教
育
長

学
校
体
育
館
に

　
　エ
ア
コ
ン
設
置
を

答 問

答 問

問答

問

問答

答

問

答

問 答

答

問答

答

問

答

答

問

問答

問答

問問 答答

問

問答

問答 問

　
　
町
民
農
園
の
設
置
及
び

　
　
管
理
に
関
す
る
条
例
第

５
条「
農
園
の
利
用
期
間
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
と
す
る
」を
第
５
条

「
農
園
の
利
用
期
間
は
、申

し
込
み
月
か
ら
１
年
間
と
す

る
」に
改
正
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
満
了
期
間
に
ば

　
　
ら
つ
き
が
生
じ
、区
画

の
み
利
用
期
間
が
長
期
化
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

管
理
上
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
ら

な
い
か
検
証
し
た
い
。

　
　
同
５
条
２
項「
利
用
期

　
　
間
の
延
長
は
…
５
年
と

す
る
。」を
さ
ら
な
る
期
間

延
長
す
る
考
え
は
。

　
　
５
年
の
期
間
を
満
了
し

　
　
た
方
で
も
空
き
が
あ
れ

ば
、２
カ
月
経
過
後
、再
申

込
み
の
上
、貸
出
可
能
で
あ

る
。し
か
し
、使
用
し
て
い

た
区
画
と
は
限
ら
な
い
。

　
　
新
た
な
利
用
者
の
た
め
、

　
　
３
区
画
以
上
の
利
用
者

の
期
間
延
長
の
適
正
な
対
応

を
す
る
考
え
は
。

　
　
多
く
の
方
に
利
用
し
て

　
　
も
ら
う
た
め
、現
在
の

利
用
者
の
理
解
に
努
め
、対

応
し
た
い
。

　
　
利
用
区
画
を
明
確
に
表

　
　
示
す
べき
で
は
。

　
　
利
用
者
の
作
業
の
妨
げ

　
　
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、利
用
者
の
意
見

を
聞
き
、検
討
し
た
い
。

　
　
利
用
区
画
間
お
よ
び
未

　
　
利
用
区
画
の
定
期
除
草

を
す
べき
で
は
。

　
　
年
２
回
程
度
、職
員
で

　
　
敷
地
内
の
除
草
を
し
て

い
る
。通
路
分
等
は
利
用
者

に
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
町
で
は
、人
口
減
少

　
　
と
定
住
促
進
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。市
街
化
調
整

区
域
の
規
制
に
よ
り
、住
宅

建
築
や
開
発
が
制
限
さ
れ
、

希
望
者
が
他
自
治
体
へ
流
出

す
る
事
例
が
少
な
く
な
い
。

今
後
の
都
市
計
画
見
直
し
は
、

規
制
緩
和
の
絶
好
の
機
会
で

あ
る
。そ
の
際
に
、地
区
計

画
導
入
に
よ
る
定
住
促
進
や

商
業
機
能
を
再
生
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
現
時
点
で
は
市

　
　
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
、新
た
に
地
区
計
画
を
定

め
る
方
針
は
な
い
。地
区
計

画
を
定
め
る
こ
と
で
土
地
利

用
が
厳
格
化
さ
れ
、か
え
っ

て
地
域
の
活
性
化
を
阻
害
す

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

現
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で
、よ
り
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検
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し
て
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こ
と
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域
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生
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し
て
い
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で

あ
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と
考
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。
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区
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導
入
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よ
り
、

　
　
狭
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解
消
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に
進
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で
は
。
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め
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狭
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課

題
と
認
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し
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る
。道
路
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に
は
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地
所

有
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や
住
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協
力
が
不
可

欠
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あ
る
。町
と
し
て
は
、

住
宅
の
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ど
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よ
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地
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の
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に
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わ
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て
、町
狭
あ
い
道
路
整
備

事
業
実
施
要
綱
に
よ
り
対
応

し
て
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き
た
い
。
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や
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し
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や
少
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の
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に
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を
打
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が
で
き
る
と
考
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る
。
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城
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の
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。
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の
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。
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光
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。
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、
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も
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も
の
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提
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管
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で
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の
も
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で
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も
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。
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う た が わ わたる

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

民間と共存する駐車場運営を

ここは道路ですか？畑ですか？

町の考えを聞く 一 般 質 問

※その他にもこんな質問をしました。
「君ヶ岡公園のアスレチック遊具整備による子どもの体験環境向上と地域活性化について」

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問
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小中学校体育館の
　　　　　　空調設備整備を

設備整備の考えはない教育長

土葬に対する町の見解は
火葬埋葬以外の墓地使用は禁止町長

地
区
で
検
討
し
て
い
る

町
長
危
険
な
ご
み
集
積
所
の

　
　
　
　
　  安
全
対
策
を改

善
に
向
け
指
導
し
て
い
く

副
町
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
適
切
な

　
　
　
　
　
　
　維
持
管
理
を

君ヶ岡配水池の工事完了検査は
実施している町長

答 問

答 問

問答

問

問答

問答

問 答

問 答

答

答

答

答 問問答

問

問 答答

問

　
　
夏
季
の
体
育
授
業
や
部

　
　
活
動
に
お
け
る
暑
さ
対

策
は
。

　
　
教
育
長
　
暑
さ
指
数
Ｗ

　
　
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
基
準
に
則
り
、

活
動
の
中
止
や
運
動
制
限
を

行
っ
て
い
る
。警
戒
程
度
で

も
体
調
を
考
慮
し
、水
分
補

給
す
る
な
ど
、学
校
側
で
指

示
し
て
い
る
。

　
　
空
調
設
備
の
有
無
が
学

　
　
習
意
欲
や
安
全
性
に
与

え
る
影
響
は
。

　
　
影
響
が
大
き
い
こ
と
は

　
　
十
分
に
承
知
し
て
い
る
。

空
調
設
備
が
あ
る
中
で
活
動

を
し
た
後
、空
調
設
備
の
な

い
環
境
への
出
入
り
が
あ
る
。

そ
の
中
で
生
じ
る
活
動
意
欲

の
減
少
や
、想
定
外
の
身
体

的
支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
考

慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

周
り
の
環
境
に
合
わ
せ
た
適

切
な
運
動
の
質
や
量
を
調
整

し
な
が
ら
、順
応
し
て
運
動

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
に
よ
り
、部

　
　
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い

る
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
活
動
に
お
け

　
　
る
部
活
動
の
教
育
的
意

義
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

健
全
な
状
態
で
部
活
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

生
徒
を
熱
中
症
の
危
険
か
ら

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、制

限
す
る
こ
と
も
考
慮
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
国
の
補
助
制
度
を
活
用

　
　
し
た
空
調
設
備
整
備
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

　
　
補
助
上
限
額
を
大
き
く

　
　
超
え
る
多
額
の
事
業
費

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、設
備

整
備
の
考
え
は
な
い
。

　
　
命
を
最
優
先
に
考
え
る

　
　
の
で
あ
れ
ば
財
源
を
確

保
し
、積
極
的
に
補
助
制
度

を
活
用
し
た
空
調
整
備
の
方

向
性
を
出
す
べき
で
は
。

　
　
命
と
財
源
と
い
え
ば
非

　
　
常
に
悩
ま
し
い
が
、真

剣
に
考
え
受
け
止
め
る
。

　
　
多
文
化
共
生
社
会
に
お

　
　
け
る
、土
葬
に
対
す
る

町
の
見
解
は
。

　
　
町
長
　
七
ヶ
浜
町
公
園

　
　
墓
地
条
令
第
３
条
に
焼

骨
の
埋
葬
以
外
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

火
葬
以
外
の
墓
地
の
使
用
を

禁
止
し
て
い
る
。他
の
町
内

の
寺
院
に
お
い
て
も
、火
葬

以
外
を
受
け
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
。

　
　
３
月
議
会
で
一
般
質
問

　
　
を
し
た
際「
町
担
当
課

か
ら
区
の
方
に
、安
全
の
た

め
に
も
、ご
み
集
積
所
を
奥

へ
異
動
す
る
よ
う
声
が
け
し

て
は
」と
締
め
く
く
っ
た
こ

と
が
あ
る
。高
山
地
区
の
見

通
し
の
悪
く
、狭
い
県
道
沿

い
カ
ー
ブ
に
設
置
さ
れ
て
い

る
資
源
ご
み
集
積
所
の
危
険

性
に
関
し
、住
民
の
安
全
性

に
対
す
る
考
え
方
は
。

　
　
町
長
　
ご
み
集
積
所
の

　
　
後
ろ
に
堆
積
し
て
い
る

土
を
取
り
除
き
、集
積
所
を

奥
の
方
に
移
動
す
る
こ
と
を

地
区
の
方
に
検
討
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
だ
い

　
　
ぶ
老
朽
化
し
て
腐
食
が

進
み
、少
し
動
か
す
と
壊
れ

る
状
態
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
８
月
初
旬
、車
を
反
対

　
　
方
向
に
向
け
ト
ラ
ン
ク

か
ら
ご
み
を
下
ろ
し
て
い
た

方
が
い
た
。対
向
車
が
来
た

ら
事
故
に
あ
う
可
能
性
も
あ

る
が
。

　
　
町
長
　
区
長
に
お
願
い

　
　
し
、地
域
住
民
に
対
し

注
意
喚
起
し
た
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管

　
　
理
体
制
と
整
備
状
況
は
。

　
　
教
育
長
　
指
定
管
理
者

　
　
に
よ
り
施
設
の
整
備
お

よ
び
環
境
整
備
等
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
町
は
指
定
管
理
者
の
業

　
　
務
で
あ
る
施
設
の
管
理

状
況
と
施
設
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
月
に
一
度
の
定
例
会
議

　
　
で
情
報
共
有
し
て
い
る
。

　
管
理
者
だ
け
で
な
く
、町

と
し
て
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状

況
を
確
認
し
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
状

　
　
況
か
ら
維
持
管
理
が
適

正
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
な
さ

　
　
れ
て
い
な
い
と
把
握
し

て
い
る
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
不
備
は

　
　
利
用
者
の
怪
我
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。町
と

し
て
チ
ェッ
ク
機
能
を
強
化

し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
副
町
長
　
指
定
管
理
者

　
　
審
査
委
員
会
に
お
い
て

も
、グ
ラ
ウ
ン
ド
状
況
が
良

く
な
い
と
い
う
意
見
は
出
て

い
る
。指
定
管
理
者
へ
の
指

導
も
含
め
、今
後
改
善
に
向

け
て
努
力
す
る
。

　
　
過
去
２
度
に
渡
る
、君

　
　
ヶ
丘
配
水
池
の
貯
水
タ

ン
ク
工
事
に
お
い
て
、工
事

完
了
の
立
会
検
査
は
町
と
し

て
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
い

る
の
か
。工
事
業
者
は
瑕
疵

責
任
を
、町
は
町
民
の
代
行

者
と
し
て
瑕
疵
担
保
責
任
を

も
っ
て
行
っ
て
い
る
か
を
問

う
も
の
で
あ
る
。有
刺
鉄
線

や
手
袋
、コ
ー
ヒ
ー
缶
が
隣

地
敷
地
内
に
捨
て
ら
れ
て
い

た
が
。真
剣
な
立
場
で
立
会

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン

　
　
ス
等
の
修
繕
履
歴
を
全

て
確
認
で
き
な
い
た
め
、投

棄
さ
れ
た
も
の
か
判
断
す
る

の
は
難
し
い
。完
成
検
査
は

実
施
し
て
い
る
。

鈴　木　洋　市
す ず き よ う い ち

遠　藤　喜　二
え ん ど う よ し じ

本町は火葬による埋葬

老朽化した危険な集積所

きれいな状態で利用したいですね
か
　
し

町の考えを聞く 一 般 質 問

※

そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
」

決

算

審

査

特
別
委
員
会

特　

集

議
案
審
議

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
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火葬埋葬以外の墓地使用は禁止町長

地
区
で
検
討
し
て
い
る

町
長
危
険
な
ご
み
集
積
所
の

　
　
　
　
　  安
全
対
策
を改

善
に
向
け
指
導
し
て
い
く

副
町
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
適
切
な

　
　
　
　
　
　
　維
持
管
理
を

君ヶ岡配水池の工事完了検査は
実施している町長
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答
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答 問問答

問

問 答答

問

　
　
夏
季
の
体
育
授
業
や
部

　
　
活
動
に
お
け
る
暑
さ
対

策
は
。

　
　
教
育
長
　
暑
さ
指
数
Ｗ

　
　
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
基
準
に
則
り
、

活
動
の
中
止
や
運
動
制
限
を

行
っ
て
い
る
。警
戒
程
度
で

も
体
調
を
考
慮
し
、水
分
補

給
す
る
な
ど
、学
校
側
で
指

示
し
て
い
る
。

　
　
空
調
設
備
の
有
無
が
学

　
　
習
意
欲
や
安
全
性
に
与

え
る
影
響
は
。

　
　
影
響
が
大
き
い
こ
と
は

　
　
十
分
に
承
知
し
て
い
る
。

空
調
設
備
が
あ
る
中
で
活
動

を
し
た
後
、空
調
設
備
の
な

い
環
境
への
出
入
り
が
あ
る
。

そ
の
中
で
生
じ
る
活
動
意
欲

の
減
少
や
、想
定
外
の
身
体

的
支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
考

慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

周
り
の
環
境
に
合
わ
せ
た
適

切
な
運
動
の
質
や
量
を
調
整

し
な
が
ら
、順
応
し
て
運
動

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
に
よ
り
、部

　
　
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い

る
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
活
動
に
お
け

　
　
る
部
活
動
の
教
育
的
意

義
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

健
全
な
状
態
で
部
活
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

生
徒
を
熱
中
症
の
危
険
か
ら

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、制

限
す
る
こ
と
も
考
慮
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
国
の
補
助
制
度
を
活
用

　
　
し
た
空
調
設
備
整
備
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

　
　
補
助
上
限
額
を
大
き
く

　
　
超
え
る
多
額
の
事
業
費

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、設
備

整
備
の
考
え
は
な
い
。

　
　
命
を
最
優
先
に
考
え
る

　
　
の
で
あ
れ
ば
財
源
を
確

保
し
、積
極
的
に
補
助
制
度

を
活
用
し
た
空
調
整
備
の
方

向
性
を
出
す
べき
で
は
。

　
　
命
と
財
源
と
い
え
ば
非

　
　
常
に
悩
ま
し
い
が
、真

剣
に
考
え
受
け
止
め
る
。

　
　
多
文
化
共
生
社
会
に
お

　
　
け
る
、土
葬
に
対
す
る

町
の
見
解
は
。

　
　
町
長
　
七
ヶ
浜
町
公
園

　
　
墓
地
条
令
第
３
条
に
焼

骨
の
埋
葬
以
外
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

火
葬
以
外
の
墓
地
の
使
用
を

禁
止
し
て
い
る
。他
の
町
内

の
寺
院
に
お
い
て
も
、火
葬

以
外
を
受
け
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
。

　
　
３
月
議
会
で
一
般
質
問

　
　
を
し
た
際「
町
担
当
課

か
ら
区
の
方
に
、安
全
の
た

め
に
も
、ご
み
集
積
所
を
奥

へ
異
動
す
る
よ
う
声
が
け
し

て
は
」と
締
め
く
く
っ
た
こ

と
が
あ
る
。高
山
地
区
の
見

通
し
の
悪
く
、狭
い
県
道
沿

い
カ
ー
ブ
に
設
置
さ
れ
て
い

る
資
源
ご
み
集
積
所
の
危
険

性
に
関
し
、住
民
の
安
全
性

に
対
す
る
考
え
方
は
。

　
　
町
長
　
ご
み
集
積
所
の

　
　
後
ろ
に
堆
積
し
て
い
る

土
を
取
り
除
き
、集
積
所
を

奥
の
方
に
移
動
す
る
こ
と
を

地
区
の
方
に
検
討
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
だ
い

　
　
ぶ
老
朽
化
し
て
腐
食
が

進
み
、少
し
動
か
す
と
壊
れ

る
状
態
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
８
月
初
旬
、車
を
反
対

　
　
方
向
に
向
け
ト
ラ
ン
ク

か
ら
ご
み
を
下
ろ
し
て
い
た

方
が
い
た
。対
向
車
が
来
た

ら
事
故
に
あ
う
可
能
性
も
あ

る
が
。

　
　
町
長
　
区
長
に
お
願
い

　
　
し
、地
域
住
民
に
対
し

注
意
喚
起
し
た
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管

　
　
理
体
制
と
整
備
状
況
は
。

　
　
教
育
長
　
指
定
管
理
者

　
　
に
よ
り
施
設
の
整
備
お

よ
び
環
境
整
備
等
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
町
は
指
定
管
理
者
の
業

　
　
務
で
あ
る
施
設
の
管
理

状
況
と
施
設
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
月
に
一
度
の
定
例
会
議

　
　
で
情
報
共
有
し
て
い
る
。

　
管
理
者
だ
け
で
な
く
、町

と
し
て
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状

況
を
確
認
し
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
状

　
　
況
か
ら
維
持
管
理
が
適

正
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
な
さ

　
　
れ
て
い
な
い
と
把
握
し

て
い
る
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
不
備
は

　
　
利
用
者
の
怪
我
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。町
と

し
て
チ
ェッ
ク
機
能
を
強
化

し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
副
町
長
　
指
定
管
理
者

　
　
審
査
委
員
会
に
お
い
て

も
、グ
ラ
ウ
ン
ド
状
況
が
良

く
な
い
と
い
う
意
見
は
出
て

い
る
。指
定
管
理
者
へ
の
指

導
も
含
め
、今
後
改
善
に
向

け
て
努
力
す
る
。

　
　
過
去
２
度
に
渡
る
、君

　
　
ヶ
丘
配
水
池
の
貯
水
タ

ン
ク
工
事
に
お
い
て
、工
事

完
了
の
立
会
検
査
は
町
と
し

て
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
い

る
の
か
。工
事
業
者
は
瑕
疵

責
任
を
、町
は
町
民
の
代
行

者
と
し
て
瑕
疵
担
保
責
任
を

も
っ
て
行
っ
て
い
る
か
を
問

う
も
の
で
あ
る
。有
刺
鉄
線

や
手
袋
、コ
ー
ヒ
ー
缶
が
隣

地
敷
地
内
に
捨
て
ら
れ
て
い

た
が
。真
剣
な
立
場
で
立
会

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン

　
　
ス
等
の
修
繕
履
歴
を
全

て
確
認
で
き
な
い
た
め
、投

棄
さ
れ
た
も
の
か
判
断
す
る

の
は
難
し
い
。完
成
検
査
は

実
施
し
て
い
る
。

鈴　木　洋　市
す ず き よ う い ち

遠　藤　喜　二
え ん ど う よ し じ

本町は火葬による埋葬

老朽化した危険な集積所

きれいな状態で利用したいですね
か
　
し

町の考えを聞く 一 般 質 問

※

そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
」

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問
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町長の学校再編ビジョンの考えは
現場に指示を出している町長

亦楽小学校の
　　　 給食配膳設備の改善を

改善策を探る教育長

善
処
し
た
い

町
長
東
宮
浜
地
区
通
学
路
の
草
刈
り
を

町
長
開
設
時
間
の
延
長
を

現
時
点
で

　　延
長
す
る
考
え
は
な
い

答 問

答 問

問答

問

問

答

答

問答

問

答

答 問問 答答

問答

問答

答 問

問

答

問

　
　
７
年
３
月
会
議
で
学
校

　
　
施
設
再
編
ビ
ジ
ョ
ン
に

関
し
て
一
般
質
問
し
た
際
、

５
点
ほ
ど
取
り
組
み
の
内
容

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、進
捗

状
況
は
。

　
　
教
育
長
　
１
点
目
、現

　
　
在
の
各
学
校
施
設
の
状

況
は
、学
校
施
設
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
状

況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
２
点
目
、児
童
生
徒
数
の

将
来
推
計
と
、学
級
編
制
法

に
基
づ
く
学
級
数
の
年
次
推

移
・
予
測
は
、出
生
数
等
か

ら
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計
、

学
級
数
の
年
次
推
移
予
測
を

見
な
が
ら
推
移
を
把
握
し
て

い
る
。

　
３
点
目
、急
速
に
進
む
学

校
再
編
等
に
係
る
全
国
の
共

通
課
題
と
、そ
の
解
決
事
例

調
査
は
、保
護
者
や
地
域
住

民
等
々
の
合
意
形
成
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
等

の
課
題
認
識
、そ
の
解
消
に

向
け
た
検
討
状
況
、調
査
の

あ
り
方
ま
で
、資
料
を
取
り

寄
せ
、研
究
を
始
め
て
い
る
。

　
４
点
目
、公
立
学
校
の
種

別
の
特
徴
の
理
解
、並
び
に

５
点
目
の
次
期
学
習
指
導
要

領
は
、有
識
者
議
論
等
に
目

を
通
す
な
ど
、情
報
を
積
み

重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　
１
点
目
は
、現
在
通
っ

　
　
て
い
る
児
童
生
徒
や
教

職
員
に
と
っ
て
も
、重
要
で

あ
る
。学
校
再
編
ビ
ジ
ョ
ン

の
方
向
性
が
決
ま
ら
な
い
が

た
め
に
、修
復
・
修
繕
計
画

を
作
る
こ
と
に
支
障
が
出
て

い
な
い
の
か
。学
校
施
設
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
に
は

「
築
30
年
を
経
過
し
た
学
校

施
設
は
、躯
体
等
の
老
朽
化
、

劣
化
が
多
く
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。ま
た
、

30
年
を
経
過
し
て
い
な
い
建

物
も
震
災
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
劣
化
損
傷
が
見
ら
れ
る

た
め
、品
質
の
観
点
か
ら
大

規
模
な
改
修
改
築
の
必
要
な

施
設
が
多
く
存
在
し
て
い

る
」と
あ
る
。こ
の
計
画
を

基
に
修
復
・
修
繕
を
進
め
な

が
ら
、学
校
再
編
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
。

　
　
町
長
　
学
校
の
修
繕
と

　
　
再
編
は
別
物
と
考
え
て

い
る
。毎
年
度
、学
校
の
施

設
環
境
に
関
し
て
は
、予
算

協
議
の
中
で
状
況
を
聞
き
な

が
ら
、優
先
度
を
考
え
て
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
対
応

し
て
い
る
。で
き
る
だ
け
、

役
場
庁
舎
も
含
め
利
用
で
き

る
も
の
を
利
用
し
て
い
く
発

想
で
や
っ
て
い
る
。

　
　
亦
楽
小
学
校
を
視
察
し

　
　
た
際
に
、給
食
用
の
冷

蔵
保
管
庫
が
昇
降
口
の
下
駄

箱
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

衛
生
的
に
問
題
だ
と
思
う
が
。

　
　
教
育
長
　
密
閉
度
が
高

　
　
く
、外
部
か
ら
異
物
が

入
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い

た
め
、問
題
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

　
　
現
在
の
設
置
場
所
以
外

　
　
は
、考
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
空
き

　
　
教
室
等
が
出
た
と
き
に
、

移
動
で
き
な
い
か
考
え
る
余

地
は
あ
る
。

　
　
主
食
用
格
納
庫
の
雨
漏

　
　
り
を
把
握
し
て
い
た
か
。

　
　
教
育
長
　
雨
や
風
の
強

　
　
い
と
き
に
一
部
の
箇
所

で
見
ら
れ
る
。修
繕
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
給
食
を
受
け
入
れ
る
際
、

　
　
衛
生
管
理
基
準
に
よ
り
、

食
品
を
検
収・保
管
す
る
場

合
は
、床
面
か
ら
60㎝
以
上

の
高
さ
の
場
所
に
置
く
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。廊
下

と
同
じ
高
さ
に
保
管
す
る
こ

と
に
何
も
疑
問
を
持
た
な
い

の
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
床
か

　
　
ら
60㎝
以
上
の
高
さ
基

準
は
認
識
が
な
か
っ
た
。確

認
し
て
必
要
な
対
応
を
検
討

す
る
。

　
　
現
在
だ
け
で
な
く
、将

　
　
来
の
七
ヶ
浜
の
児
童
の

た
め
に
も
衛
生
環
境
を
整
え

て
ほ
し
い
が
。

　
　
教
育
長
　
担
当
課
だ
け

　
　
で
な
く
、改
め
て
第
三

者
の
目
も
通
し
な
が
ら
改
善

点
を
探
る
。

　
　
東
宮
浜
浦
田
か
ら
シ
ル

　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

向
か
う
通
学
路
は
、以
前
か

ら
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
対
応
は
。

　
　
町
長
　
平
成
28
年
度
に

　
　
点
検
後
、学
校
で
の
注

意
喚
起
や
看
板
設
置
な
ど
、

５
項
目
の
対
応
を
行
っ
た
。

　
　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

　
　
の
た
め
、地
区
や
学
校

か
ら
の
要
望
は
。

　
　
現
段
階
で
は
、こ
の
地

　
　
域
か
ら
の
新
た
な
要
望

は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
通
学
路
の
安
全
確
保
の

　
　
た
め
、年
３
回
以
上
の

草
刈
り
と
年
次
計
画
で
樹

木
の
剪
定
を
す
る
予
定
は
。

　
　
町
道
お
よ
び
法
面
除
草

　
　
業
務
委
託
と
し
て
、年

２
回
除
草
し
て
い
る
。ま
た

地
区
の
除
草
も
こ
れ
と
は
別

に
行
っ
て
い
る
。歩
道
通
行

の
支
障
と
な
る
場
合
は
、樹

木
の
剪
定
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
町
長
任
期
は
、あ
と
２

　
　
年
だ
が
、学
校
再
編
ビ

ジ
ョ
ン
に
関
し
て
町
長
の
考

え
は
。

　
　
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

　
　
い
と
い
う
こ
と
で
、現

場
に
指
示
を
出
し
て
い
る
。

学
校
の
環
境
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、子
ど
も
た
ち
を
ど
う

育
て
て
い
く
か
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
、持
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
町
民
か
ら「
小
・
中
学

　
　
校
統
合
の
う
わ
さ
が
あ

る
が
町
の
方
向
性
が
分
か
ら

な
い
」と
の
意
見
が
出
て
い

る
。懇
談
会
等
を
行
っ
て
、学

校
再
編
に
向
け
て
の
町
の
考

え
方
の
説
明
や
町
民
の
意
見

を
聞
く
場
を
作
る
考
え
が
あ

る
の
か
。ま
た
、町
の
考
え
方

に
関
し
て
情
報
発
信
を
し
て

い
く
の
か
。

　
　
教
育
長
　
情
報
発
信
す

　
　
る
こ
と
は
、特
に
な
い
。

７
年
３
月
会
議
で
説
明
し
た

通
り
、先
行
自
治
体
へ
の
視

察
な
ど
情
報
収
集
を
行
い
な

が
ら
課
題
を
整
理
し
、情
報

を
蓄
積
す
る
こ
と
は
、こ
れ

ま
で
通
り
継
続
し
て
い
く
。

　
　
広
聴
分
科
会
主
催
の

　
　「
C
a
f
é

 

de 

ま
ち

ト
ー
ク
」を
子
ど
も
会
育
成

会
の
皆
さ
ん
と
行
っ
た
際
に

出
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

関
し
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望

等
も
あ
り
、改
善
が
必
要
と

さ
れ
る
点
が
あ
る
。

・
日
割
り
や
月
割
り
で
の
利

用
可
と
す
る
よ
う
検
討
し
て

ほ
し
い
。

・
お
迎
え
の
際
の
夕
方
30
分

は
大
き
い
た
め
、開
設
時
間

を
19
時
ま
で
と
し
て
ほ
し
い
。

　
こ
の
よ
う
な
要
望
に
対
し

て
町
の
考
え
は
。

　
　
町
長
　
放
課
後
児
童
ク

　
　
ラ
ブ
の
運
営
は
、日
に

よ
っ
て
変
化
す
る
利
用
者
数

に
関
わ
ら
ず
、支
援
員
の
人

件
費
や
施
設
の
維
持
管
理
費

な
ど
が
毎
月
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
一

人
一
人
に
合
わ
せ
た
日
割
り

や
月
割
り
で
の
利
用
は
、現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
開
設
時
間
に
関
し
て
は
、

現
時
点
で
延
長
す
る
考
え
は

な
い
。突
発
的
な
事
情
に
よ

り
、お
迎
え
の
時
間
が
18
時

30
分
を
過
ぎ
る
場
合
に
は
、

保
護
者
と
支
援
員
が
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、お
子
さ
ん
の

安
全
を
考
え
対
応
し
て
い
る
。

　
　
共
働
き
の
家
庭
が
多
く
、

　
　
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る

た
め
、草
刈
り
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。３
回
以
上
の
草
刈
り
支

援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　
同
通
学
路

　
　
は
緑
が
多
く
、伸
び
る

の
も
早
い
。去
年
は
６
月
と

９
月
に
刈
っ
て
い
る
。歩
道

に
係
る
部
分
は
、町
職
員
で

も
対
応
し
て
い
る
。

く
　た
い

佐　藤　直　美
さ と う な お み

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ

廊下に設置の主食用保管庫

草木の成長は早いですね

利用者の声に耳を傾けて

町の考えを聞く 一 般 質 問

決

算

審

査

特
別
委
員
会

特　

集

議
案
審
議

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
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町長の学校再編ビジョンの考えは
現場に指示を出している町長

亦楽小学校の
　　　 給食配膳設備の改善を

改善策を探る教育長

善
処
し
た
い

町
長
東
宮
浜
地
区
通
学
路
の
草
刈
り
を

町
長
開
設
時
間
の
延
長
を

現
時
点
で

　　延
長
す
る
考
え
は
な
い

答 問

答 問

問答

問

問

答

答

問答

問

答

答 問問 答答

問答

問答

答 問

問

答

問

　
　
７
年
３
月
会
議
で
学
校

　
　
施
設
再
編
ビ
ジ
ョ
ン
に

関
し
て
一
般
質
問
し
た
際
、

５
点
ほ
ど
取
り
組
み
の
内
容

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、進
捗

状
況
は
。

　
　
教
育
長
　
１
点
目
、現

　
　
在
の
各
学
校
施
設
の
状

況
は
、学
校
施
設
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
状

況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
２
点
目
、児
童
生
徒
数
の

将
来
推
計
と
、学
級
編
制
法

に
基
づ
く
学
級
数
の
年
次
推

移
・
予
測
は
、出
生
数
等
か

ら
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計
、

学
級
数
の
年
次
推
移
予
測
を

見
な
が
ら
推
移
を
把
握
し
て

い
る
。

　
３
点
目
、急
速
に
進
む
学

校
再
編
等
に
係
る
全
国
の
共

通
課
題
と
、そ
の
解
決
事
例

調
査
は
、保
護
者
や
地
域
住

民
等
々
の
合
意
形
成
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
等

の
課
題
認
識
、そ
の
解
消
に

向
け
た
検
討
状
況
、調
査
の

あ
り
方
ま
で
、資
料
を
取
り

寄
せ
、研
究
を
始
め
て
い
る
。

　
４
点
目
、公
立
学
校
の
種

別
の
特
徴
の
理
解
、並
び
に

５
点
目
の
次
期
学
習
指
導
要

領
は
、有
識
者
議
論
等
に
目

を
通
す
な
ど
、情
報
を
積
み

重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　
１
点
目
は
、現
在
通
っ

　
　
て
い
る
児
童
生
徒
や
教

職
員
に
と
っ
て
も
、重
要
で

あ
る
。学
校
再
編
ビ
ジ
ョ
ン

の
方
向
性
が
決
ま
ら
な
い
が

た
め
に
、修
復
・
修
繕
計
画

を
作
る
こ
と
に
支
障
が
出
て

い
な
い
の
か
。学
校
施
設
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
に
は

「
築
30
年
を
経
過
し
た
学
校

施
設
は
、躯
体
等
の
老
朽
化
、

劣
化
が
多
く
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。ま
た
、

30
年
を
経
過
し
て
い
な
い
建

物
も
震
災
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
劣
化
損
傷
が
見
ら
れ
る

た
め
、品
質
の
観
点
か
ら
大

規
模
な
改
修
改
築
の
必
要
な

施
設
が
多
く
存
在
し
て
い

る
」と
あ
る
。こ
の
計
画
を

基
に
修
復
・
修
繕
を
進
め
な

が
ら
、学
校
再
編
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
。

　
　
町
長
　
学
校
の
修
繕
と

　
　
再
編
は
別
物
と
考
え
て

い
る
。毎
年
度
、学
校
の
施

設
環
境
に
関
し
て
は
、予
算

協
議
の
中
で
状
況
を
聞
き
な

が
ら
、優
先
度
を
考
え
て
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
対
応

し
て
い
る
。で
き
る
だ
け
、

役
場
庁
舎
も
含
め
利
用
で
き

る
も
の
を
利
用
し
て
い
く
発

想
で
や
っ
て
い
る
。

　
　
亦
楽
小
学
校
を
視
察
し

　
　
た
際
に
、給
食
用
の
冷

蔵
保
管
庫
が
昇
降
口
の
下
駄

箱
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

衛
生
的
に
問
題
だ
と
思
う
が
。

　
　
教
育
長
　
密
閉
度
が
高

　
　
く
、外
部
か
ら
異
物
が

入
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い

た
め
、問
題
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

　
　
現
在
の
設
置
場
所
以
外

　
　
は
、考
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
空
き

　
　
教
室
等
が
出
た
と
き
に
、

移
動
で
き
な
い
か
考
え
る
余

地
は
あ
る
。

　
　
主
食
用
格
納
庫
の
雨
漏

　
　
り
を
把
握
し
て
い
た
か
。

　
　
教
育
長
　
雨
や
風
の
強

　
　
い
と
き
に
一
部
の
箇
所

で
見
ら
れ
る
。修
繕
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
給
食
を
受
け
入
れ
る
際
、

　
　
衛
生
管
理
基
準
に
よ
り
、

食
品
を
検
収・保
管
す
る
場

合
は
、床
面
か
ら
60㎝
以
上

の
高
さ
の
場
所
に
置
く
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。廊
下

と
同
じ
高
さ
に
保
管
す
る
こ

と
に
何
も
疑
問
を
持
た
な
い

の
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
床
か

　
　
ら
60㎝
以
上
の
高
さ
基

準
は
認
識
が
な
か
っ
た
。確

認
し
て
必
要
な
対
応
を
検
討

す
る
。

　
　
現
在
だ
け
で
な
く
、将

　
　
来
の
七
ヶ
浜
の
児
童
の

た
め
に
も
衛
生
環
境
を
整
え

て
ほ
し
い
が
。

　
　
教
育
長
　
担
当
課
だ
け

　
　
で
な
く
、改
め
て
第
三

者
の
目
も
通
し
な
が
ら
改
善

点
を
探
る
。

　
　
東
宮
浜
浦
田
か
ら
シ
ル

　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

向
か
う
通
学
路
は
、以
前
か

ら
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
対
応
は
。

　
　
町
長
　
平
成
28
年
度
に

　
　
点
検
後
、学
校
で
の
注

意
喚
起
や
看
板
設
置
な
ど
、

５
項
目
の
対
応
を
行
っ
た
。

　
　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

　
　
の
た
め
、地
区
や
学
校

か
ら
の
要
望
は
。

　
　
現
段
階
で
は
、こ
の
地

　
　
域
か
ら
の
新
た
な
要
望

は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
通
学
路
の
安
全
確
保
の

　
　
た
め
、年
３
回
以
上
の

草
刈
り
と
年
次
計
画
で
樹

木
の
剪
定
を
す
る
予
定
は
。

　
　
町
道
お
よ
び
法
面
除
草

　
　
業
務
委
託
と
し
て
、年

２
回
除
草
し
て
い
る
。ま
た

地
区
の
除
草
も
こ
れ
と
は
別

に
行
っ
て
い
る
。歩
道
通
行

の
支
障
と
な
る
場
合
は
、樹

木
の
剪
定
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
町
長
任
期
は
、あ
と
２

　
　
年
だ
が
、学
校
再
編
ビ

ジ
ョ
ン
に
関
し
て
町
長
の
考

え
は
。

　
　
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

　
　
い
と
い
う
こ
と
で
、現

場
に
指
示
を
出
し
て
い
る
。

学
校
の
環
境
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、子
ど
も
た
ち
を
ど
う

育
て
て
い
く
か
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
、持
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
町
民
か
ら「
小
・
中
学

　
　
校
統
合
の
う
わ
さ
が
あ

る
が
町
の
方
向
性
が
分
か
ら

な
い
」と
の
意
見
が
出
て
い

る
。懇
談
会
等
を
行
っ
て
、学

校
再
編
に
向
け
て
の
町
の
考

え
方
の
説
明
や
町
民
の
意
見

を
聞
く
場
を
作
る
考
え
が
あ

る
の
か
。ま
た
、町
の
考
え
方

に
関
し
て
情
報
発
信
を
し
て

い
く
の
か
。

　
　
教
育
長
　
情
報
発
信
す

　
　
る
こ
と
は
、特
に
な
い
。

７
年
３
月
会
議
で
説
明
し
た

通
り
、先
行
自
治
体
へ
の
視

察
な
ど
情
報
収
集
を
行
い
な

が
ら
課
題
を
整
理
し
、情
報

を
蓄
積
す
る
こ
と
は
、こ
れ

ま
で
通
り
継
続
し
て
い
く
。

　
　
広
聴
分
科
会
主
催
の

　
　「
C
a
f
é

 

de 

ま
ち

ト
ー
ク
」を
子
ど
も
会
育
成

会
の
皆
さ
ん
と
行
っ
た
際
に

出
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

関
し
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望

等
も
あ
り
、改
善
が
必
要
と

さ
れ
る
点
が
あ
る
。

・
日
割
り
や
月
割
り
で
の
利

用
可
と
す
る
よ
う
検
討
し
て

ほ
し
い
。

・
お
迎
え
の
際
の
夕
方
30
分

は
大
き
い
た
め
、開
設
時
間

を
19
時
ま
で
と
し
て
ほ
し
い
。

　
こ
の
よ
う
な
要
望
に
対
し

て
町
の
考
え
は
。

　
　
町
長
　
放
課
後
児
童
ク

　
　
ラ
ブ
の
運
営
は
、日
に

よ
っ
て
変
化
す
る
利
用
者
数

に
関
わ
ら
ず
、支
援
員
の
人

件
費
や
施
設
の
維
持
管
理
費

な
ど
が
毎
月
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
一

人
一
人
に
合
わ
せ
た
日
割
り

や
月
割
り
で
の
利
用
は
、現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
開
設
時
間
に
関
し
て
は
、

現
時
点
で
延
長
す
る
考
え
は

な
い
。突
発
的
な
事
情
に
よ

り
、お
迎
え
の
時
間
が
18
時

30
分
を
過
ぎ
る
場
合
に
は
、

保
護
者
と
支
援
員
が
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、お
子
さ
ん
の

安
全
を
考
え
対
応
し
て
い
る
。

　
　
共
働
き
の
家
庭
が
多
く
、

　
　
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る

た
め
、草
刈
り
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。３
回
以
上
の
草
刈
り
支

援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　
同
通
学
路

　
　
は
緑
が
多
く
、伸
び
る

の
も
早
い
。去
年
は
６
月
と

９
月
に
刈
っ
て
い
る
。歩
道

に
係
る
部
分
は
、町
職
員
で

も
対
応
し
て
い
る
。

く
　た
い

佐　藤　直　美
さ と う な お み

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ

廊下に設置の主食用保管庫

草木の成長は早いですね

利用者の声に耳を傾けて

町の考えを聞く 一 般 質 問

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問
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新しいメンバーで
委員会がスタート

議会運営委員会
◎仁田　秀和　　○熊谷　明美
　鈴木　洋市　　　佐藤　直美
　岡﨑　正憲　　　歌川　　渡

教育民生常任委員会
◎佐藤　直美　　○鈴木　洋市
　佐藤　信輝　　　鈴木　恵子
　熊谷　明美　　　佐藤　壮一

総務産業常任委員会
◎鈴木　　博　　○鈴木　　篤
　遠藤　喜二　　　岡﨑　正憲
　歌川　　渡　　　仁田　秀和

広報広聴常任委員会
◎鈴木　　篤　　○佐藤　直美
広報分科会
◎鈴木　　篤　　　鈴木　洋市
　佐藤　信輝　　　鈴木　　博
　鈴木　惠子　　　仁田　秀和
広聴分科会
◎佐藤　直美　　　熊谷　明美
　佐藤　壮一　　　遠藤　喜二
　岡﨑　正憲　　　歌川　　渡

◎委員長（分科会長）　○副委員長

所管事務調査
・不登校対策　・障害者福祉
・学校教育環境改善と充実
・健康づくり対策　・子ども計画
・（仮称）保健福祉センター

所管事務調査
・逍遥のまちづくり事業の
　　　推進と官民連携について
・住民ニーズに合った
　　ぐるりんこの運営について
・ほのぼの農園の
　　　　　管理・運営について

老朽化した学校施設の修繕を
修繕計画を見直していきたい教育長

温
暖
化
対
策
の
進
捗
は

新
し
い
取
り
組
み
を

　
　
　
　

  

注
視
す
る

町
長

答 問

答 問

問答問答

答

問答問答

問

問答

問答問答

　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
で
学
校
施
設
を
視
察
し

た
が
、適
切
に
管
理
運
営
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

だ
と
感
じ
た
。規
模
的
に
学

校
の
予
算
内
で
修
繕
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
う
が
、予

算
を
組
ん
で
計
画
的
に
修
繕

す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
学
校
施
設
の

　
　
管
理
は
、七
ヶ
浜
町
学

校
施
設
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
お
よ
び
長
期
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、段
階
的
に
修
繕

を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
、当

該
計
画
の
更
新
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、現
状
を
踏
ま

え
て
、修
繕
計
画
の
見
直
し

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
計
画
通
り
進
め
た
結
果

　
　
が
現
状
で
あ
る
。考
え

方
を
改
め
る
必
要
も
あ
る
と

思
う
が
。

　
　
新
た
に
発
生
し
た
修
繕

　
　
部
分
は
補
正
予
算
で
の

対
応
も
含
め
、そ
の
都
度
、

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。今
後

の
修
繕
は
、町
全
体
の
予
算

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　
　
他
市
町
で
は
、段
階
的

　
　
に
学
校
統
合
や
大
規
模

修
繕
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ

る
。先
進
事
例
を
参
考
に
柔

軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
考

え
は
。

　
　
今
後
、実
証
事
例
自
治

　
　
体
を
訪
問
し
、情
報
を

蓄
積
し
な
が
ら
、本
町
に
あ

っ
た
進
め
方
に
最
も
望
ま
し

い
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
急
速
に
少
子
化
が
進
ん

　
　
で
い
る
本
町
に
お
い
て

時
間
的
な
余
裕
は
な
い
と
思

う
が
。

　
　
そ
の
通
り
で
あ
る
。９

　
　
月
も
先
進
地
の
視
察
を

予
定
し
て
お
り
、詳
細
な
資

料
や
情
報
を
収
集
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
　
学
校
再
編
を
進
め
る
過

　
　
程
で
は
、若
い
世
代
の

保
護
者
の
意
見
を
尊
重
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、意
見
を
聴

く
考
え
は
。

　
　
そ
の
方
法
や
あ
り
方
も

　
　
含
め
、こ
れ
か
ら
探
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

　
　
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

　
　
計
画
事
務
事
業
編
の
中

で
、２
０
２
３
年
の
分
だ
け

基
準
年
で
あ
る
２
０
１
３
年

の
数
値
が
変
わ
っ
て
い
る
理

由
は
。

　
　
町
長
　
数
値
に
誤
り
が

　
　
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、正
し
い
数
値
に
修
正

し
た
も
の
。

　
　
事
務
事
業
編
を
実
行
し

　
　
て
き
た
中
で
の
成
果
と

課
題
は
。

　
　
27・８
％
減
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
た
。一
方
で
、目

標
値
と
開
き
が
あ
る
た
め
、

新
し
い
取
り
組
み
な
ど
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
策
定
中
の
区
域
施
策
編

　
　
で
検
討
し
て
い
る
も
の

も
含
め
、今
後
の
対
策
は
。

　
　
区
域
施
策
編
は
、町
内

　
　
全
域
を
対
象
と
す
る
こ

と
か
ら
、課
題
の
捉
え
方
や

取
り
組
み
内
容
は
大
き
く
異

な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
、委
託
先
と
内
容
の
検

討
を
進
め
る
。現
時
点
で
は
、

松
ヶ
浜
で
２
年
間
、藻
場
の

育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
町
内
の
民
間
事
業
者
へ

　
　
の
協
力
要
請
は
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
事
業

　
　
者
だ
け
で
な
く
、住
民

か
ら
の
協
力
も
必
要
不
可
欠

と
な
る
。国
の
補
助
制
度
や

先
進
事
例
を
整
理
し
な
が
ら
、

発
信
方
法
を
模
索
し
た
い
。

　
　
町
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
遅

　
　
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
が
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
予
算

　
　
の
関
係
で
大
き
い
施
設

が
未
改
修
だ
が
、約
７
割
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
。残

り
も
順
次
、進
め
て
い
く
。

学
校
施
設
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

等
の
現
地
調
査
の
後
、各
担

当
課
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い

な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。現
委
員
会

で
の
所
管
事
務
調
査
は
こ
れ

で
終
了
と
な
り
ま
す
が
、今

後
も
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え

て
、各
委
員
が
一
般
質
問
や

予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員

会
等
の
質
問
で
取
り
上
げ
て
、

取
り
組
み
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
と
、ふ
る
さ
と
納
税
に

関
す
る
取
り
組
み
を
調
査
し

ま
し
た
。

　「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ

チ
ャ
レ
ン
ジ（
ト
リ
ガ
イ
）の

現
状
と
課
題
」で
は
、ま
ち

づ
く
り
振
興
課
と
の
意
見
交

換
や
養
殖
施
設
の
現
地
視
察

を
行
い
、町
独
自
の
養
殖
技

術
開
発
の
進
捗
を
確
認
し
ま

し
た
。出
荷
数
量
は
ま
だ
安

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、市
場

か
ら
は
品
質
面
で
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、今
後
の
技
術

確
立
と
販
路
拡
大
が
期
待
さ

れ
ま
す
。委
員
会
と
し
て
は
、

事
業
の
継
続
的
な
検
証
と
支

援
の
在
り
方
を
注
視
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
納
税（
返
礼

品
）拡
充
の
方
策
」で
は
、ま

ち
づ
く
り
振
興
課
と
の
意
見

交
換
の
ほ
か
、先
進
地
で
あ

る
岩
手
県
陸
前
高
田
市
への

行
政
視
察
を
行
い
、本
町
の

課
題
で
あ
る
返
礼
品
の
拡
充

や
地
域
差
の
是
正
に
向
け
た

取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

全
国
的
に
競
争
が
激
化
す
る

中
で
、寄
附
を
増
や
す
に
は

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅

力
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。返
礼
品
の

P
R
方
法
や
新
た
な
特
産
品

開
発
の
可
能
性
な
ど
、委
員

と
職
員
の
間
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、町
独
自
の
取
り
組

み
に
期
待
を
寄
せ
つ
つ
、今

後
の
推
進
状
況
を
注
視
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
れ
ま
で
調
査
し

た
他
の
調
査
事
項
の
内
容
は

「
議
会
だ
よ
り
1
6
3
号
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
当
委
員
会
は
、２
年
間
で

５
つ
の
所
管
事
務
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

①
学
校
教
育
環
境
の
充
実
　

②
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画

③
小
中
学
校
再
編
ビ
ジ
ョ
ン

④
国
民
健
康
保
険
の
健
全
運

営⑤
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
運
営

　
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
事
項
に

合
わ
せ
て
、先
進
地
の
視
察

や
各
学
校
の
校
長
と
の
懇
談

会
、教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

も   

ば

鈴　木　　　篤
す ず き あつし

雨漏りが目立つ廊下

町の考えを聞く 一 般 質 問問

教
育
民
生

総
務
産
業

―教育民生・総務産業常任委員会―リ

決

算

審

査

特
別
委
員
会

特　

集

議
案
審
議

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
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新しいメンバーで
委員会がスタート

議会運営委員会
◎仁田　秀和　　○熊谷　明美
　鈴木　洋市　　　佐藤　直美
　岡﨑　正憲　　　歌川　　渡

教育民生常任委員会
◎佐藤　直美　　○鈴木　洋市
　佐藤　信輝　　　鈴木　恵子
　熊谷　明美　　　佐藤　壮一

総務産業常任委員会
◎鈴木　　博　　○鈴木　　篤
　遠藤　喜二　　　岡﨑　正憲
　歌川　　渡　　　仁田　秀和

広報広聴常任委員会
◎鈴木　　篤　　○佐藤　直美
広報分科会
◎鈴木　　篤　　　鈴木　洋市
　佐藤　信輝　　　鈴木　　博
　鈴木　惠子　　　仁田　秀和
広聴分科会
◎佐藤　直美　　　熊谷　明美
　佐藤　壮一　　　遠藤　喜二
　岡﨑　正憲　　　歌川　　渡

◎委員長（分科会長）　○副委員長

所管事務調査
・不登校対策　・障害者福祉
・学校教育環境改善と充実
・健康づくり対策　・子ども計画
・（仮称）保健福祉センター

所管事務調査
・逍遥のまちづくり事業の
　　　推進と官民連携について
・住民ニーズに合った
　　ぐるりんこの運営について
・ほのぼの農園の
　　　　　管理・運営について

老朽化した学校施設の修繕を
修繕計画を見直していきたい教育長

温
暖
化
対
策
の
進
捗
は

新
し
い
取
り
組
み
を

　
　
　
　

  

注
視
す
る

町
長

答 問

答 問

問答問答

答

問答問答

問

問答

問答問答

　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
で
学
校
施
設
を
視
察
し

た
が
、適
切
に
管
理
運
営
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

だ
と
感
じ
た
。規
模
的
に
学

校
の
予
算
内
で
修
繕
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
う
が
、予

算
を
組
ん
で
計
画
的
に
修
繕

す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
学
校
施
設
の

　
　
管
理
は
、七
ヶ
浜
町
学

校
施
設
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
お
よ
び
長
期
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、段
階
的
に
修
繕

を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
、当

該
計
画
の
更
新
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、現
状
を
踏
ま

え
て
、修
繕
計
画
の
見
直
し

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
計
画
通
り
進
め
た
結
果

　
　
が
現
状
で
あ
る
。考
え

方
を
改
め
る
必
要
も
あ
る
と

思
う
が
。

　
　
新
た
に
発
生
し
た
修
繕

　
　
部
分
は
補
正
予
算
で
の

対
応
も
含
め
、そ
の
都
度
、

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。今
後

の
修
繕
は
、町
全
体
の
予
算

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　
　
他
市
町
で
は
、段
階
的

　
　
に
学
校
統
合
や
大
規
模

修
繕
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ

る
。先
進
事
例
を
参
考
に
柔

軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
考

え
は
。

　
　
今
後
、実
証
事
例
自
治

　
　
体
を
訪
問
し
、情
報
を

蓄
積
し
な
が
ら
、本
町
に
あ

っ
た
進
め
方
に
最
も
望
ま
し

い
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
急
速
に
少
子
化
が
進
ん

　
　
で
い
る
本
町
に
お
い
て

時
間
的
な
余
裕
は
な
い
と
思

う
が
。

　
　
そ
の
通
り
で
あ
る
。９

　
　
月
も
先
進
地
の
視
察
を

予
定
し
て
お
り
、詳
細
な
資

料
や
情
報
を
収
集
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
　
学
校
再
編
を
進
め
る
過

　
　
程
で
は
、若
い
世
代
の

保
護
者
の
意
見
を
尊
重
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、意
見
を
聴

く
考
え
は
。

　
　
そ
の
方
法
や
あ
り
方
も

　
　
含
め
、こ
れ
か
ら
探
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

　
　
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

　
　
計
画
事
務
事
業
編
の
中

で
、２
０
２
３
年
の
分
だ
け

基
準
年
で
あ
る
２
０
１
３
年

の
数
値
が
変
わ
っ
て
い
る
理

由
は
。

　
　
町
長
　
数
値
に
誤
り
が

　
　
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、正
し
い
数
値
に
修
正

し
た
も
の
。

　
　
事
務
事
業
編
を
実
行
し

　
　
て
き
た
中
で
の
成
果
と

課
題
は
。

　
　
27・８
％
減
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
た
。一
方
で
、目

標
値
と
開
き
が
あ
る
た
め
、

新
し
い
取
り
組
み
な
ど
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
策
定
中
の
区
域
施
策
編

　
　
で
検
討
し
て
い
る
も
の

も
含
め
、今
後
の
対
策
は
。

　
　
区
域
施
策
編
は
、町
内

　
　
全
域
を
対
象
と
す
る
こ

と
か
ら
、課
題
の
捉
え
方
や

取
り
組
み
内
容
は
大
き
く
異

な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
、委
託
先
と
内
容
の
検

討
を
進
め
る
。現
時
点
で
は
、

松
ヶ
浜
で
２
年
間
、藻
場
の

育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
町
内
の
民
間
事
業
者
へ

　
　
の
協
力
要
請
は
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
事
業

　
　
者
だ
け
で
な
く
、住
民

か
ら
の
協
力
も
必
要
不
可
欠

と
な
る
。国
の
補
助
制
度
や

先
進
事
例
を
整
理
し
な
が
ら
、

発
信
方
法
を
模
索
し
た
い
。

　
　
町
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
遅

　
　
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
が
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　
予
算

　
　
の
関
係
で
大
き
い
施
設

が
未
改
修
だ
が
、約
７
割
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
。残

り
も
順
次
、進
め
て
い
く
。

学
校
施
設
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

等
の
現
地
調
査
の
後
、各
担

当
課
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い

な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。現
委
員
会

で
の
所
管
事
務
調
査
は
こ
れ

で
終
了
と
な
り
ま
す
が
、今

後
も
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え

て
、各
委
員
が
一
般
質
問
や

予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員

会
等
の
質
問
で
取
り
上
げ
て
、

取
り
組
み
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
と
、ふ
る
さ
と
納
税
に

関
す
る
取
り
組
み
を
調
査
し

ま
し
た
。

　「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ

チ
ャ
レ
ン
ジ（
ト
リ
ガ
イ
）の

現
状
と
課
題
」で
は
、ま
ち

づ
く
り
振
興
課
と
の
意
見
交

換
や
養
殖
施
設
の
現
地
視
察

を
行
い
、町
独
自
の
養
殖
技

術
開
発
の
進
捗
を
確
認
し
ま

し
た
。出
荷
数
量
は
ま
だ
安

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、市
場

か
ら
は
品
質
面
で
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、今
後
の
技
術

確
立
と
販
路
拡
大
が
期
待
さ

れ
ま
す
。委
員
会
と
し
て
は
、

事
業
の
継
続
的
な
検
証
と
支

援
の
在
り
方
を
注
視
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
納
税（
返
礼

品
）拡
充
の
方
策
」で
は
、ま

ち
づ
く
り
振
興
課
と
の
意
見

交
換
の
ほ
か
、先
進
地
で
あ

る
岩
手
県
陸
前
高
田
市
への

行
政
視
察
を
行
い
、本
町
の

課
題
で
あ
る
返
礼
品
の
拡
充

や
地
域
差
の
是
正
に
向
け
た

取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

全
国
的
に
競
争
が
激
化
す
る

中
で
、寄
附
を
増
や
す
に
は

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅

力
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。返
礼
品
の

P
R
方
法
や
新
た
な
特
産
品

開
発
の
可
能
性
な
ど
、委
員

と
職
員
の
間
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、町
独
自
の
取
り
組

み
に
期
待
を
寄
せ
つ
つ
、今

後
の
推
進
状
況
を
注
視
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
れ
ま
で
調
査
し

た
他
の
調
査
事
項
の
内
容
は

「
議
会
だ
よ
り
1
6
3
号
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
当
委
員
会
は
、２
年
間
で

５
つ
の
所
管
事
務
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

①
学
校
教
育
環
境
の
充
実
　

②
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画

③
小
中
学
校
再
編
ビ
ジ
ョ
ン

④
国
民
健
康
保
険
の
健
全
運

営⑤
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
運
営

　
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
事
項
に

合
わ
せ
て
、先
進
地
の
視
察

や
各
学
校
の
校
長
と
の
懇
談

会
、教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

も   

ば

鈴　木　　　篤
す ず き あつし

雨漏りが目立つ廊下

町の考えを聞く 一 般 質 問問

教
育
民
生

総
務
産
業

―教育民生・総務産業常任委員会―リ

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問



 しちがはま議会だより　第165号   22○

定
数
２
名
減
　
報
酬
増

　
定
数
と
報
酬
は
分
け
て
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
に
は
現
状
の
定
数
も

必
要
だ
が
、欠
員
が
あ
っ
て
も
議

会
は
回
っ
て
い
た
。２
名
減
の
12

名
で
よ
い
と
考
え
る
。報
酬
は
、

委員

定
数
２
名
減
　
報
酬
現
状
維
持

　
人
口
減
少
の
中
で
14
名
の
必

要
性
が
分
か
ら
な
い
。一
方
で
、減

ら
し
過
ぎ
る
と
議
会
の
弱
体
化

だ
け
で
な
く
、な
り
手
不
足
を
加

速
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、２

名
減
の
12
名
が
妥
当
と
考
え
る
。

委員

定
数
・
報
酬
現
状
維
持

　
議
員
に
な
っ
て
１
年
半
、活
動

の
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
る
。報

酬
は
労
力
に
見
合
っ
て
い
な
い
と

思
う
が
、町
民
の
生
活
は
物
価
高

で
厳
し
く
、今
は
増
額
の
時
期
で

は
な
い
。町
民
の
理
解
を
得
て
こ

委員

定
数
２
名
減
　
報
酬
増

　
議
員
に
求
め
ら
れ
る
課
題
は

増
え
て
お
り
、若
い
世
代
や
専
門

知
識
の
あ
る
人
が
立
候
補
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
報
酬

を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。今
の
報

酬
水
準
で
は
多
様
な
人
材
は
集

ま
ら
な
い
。定
数
は
12
名
に
減
ら

委員
定
数
３
名
減
　
報
酬
増

　
現
状
13
名
で
活
動
し
て
い
る
が
、

人
数
が
多
く
て
も
活
動
の
質
は

変
わ
ら
な
い
。前
期
も
実
質
11
名

で
回
っ
て
い
た
。よ
っ
て
定
数
は

３
名
減
の
11
名
で
よ
い
。報
酬
は

今
の
額
で
は
会
社
員
や
子
育
て

委員

定
数
２
〜
３
名
減
　
報
酬
増

　
定
数
と
報
酬
は
本
来
別
だ
が
、

財
源
を
考
え
る
と
定
数
削
減
し

か
な
い
。２
名
減
な
ら
28
万
５
千

円
、３
名
減
な
ら
30
万
円
と
す
る

２
案
を
出
し
た
い
。委
員
会
人
数

は
掛
け
持
ち
で
対
応
で
き
る
と

委員

定
数
２
名
減
　
報
酬
増

　
一
般
の
給
料
が
上
が
っ
て
い
る

の
で
、議
員
報
酬
も
上
げ
る
べ
き

で
あ
る
。単
な
る
増
額
は
町
民
理

解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、定
数
を

２
名
減
ら
し
て
財
源
を
作
る
べ
き

で
あ
る
。計
算
す
れ
ば
１
人
あ
た

委員

定
数
２
名
増
　
報
酬
増

　
議
員
定
数
は
、委
員
会
で
の
議

論
や
活
動
量
の
少
な
さ
が
気
に

な
る
こ
と
か
ら
２
名
増
員
と
考

委員

最
大
２
名
減
　
報
酬
増

　
議
員
報
酬
は
生
活
給
で
は
な

い
が
、今
の
額
で
は
若
い
世
代
が

仕
事
と
両
立
す
る
の
は
難
し
い
。

月
５
〜
６
万
円
の
増
額
は
必
要

だ
と
思
う
。議
長
の
責
任
は
議
員

と
同
じ
で
は
な
く
、役
割
の
重
さ

に
応
じ
た
評
価
が
必
要
で
あ
る
。

委員

定
数
・
報
酬
現
状
維
持

　
定
数
お
よ
び
報
酬
も
現
状
維
持
で
あ
る
。

委員

鈴木
洋市

鈴木
　篤

佐藤
信輝

鈴木
　博

佐藤
直美

熊谷
明美

佐藤
壮一

遠藤
喜二

岡﨑
正憲

歌川
　渡

な
り
手
不
足
の
解
消
の
た
め
に

増
や
す
べ
き
で
あ
り
、財
源
は
定

数
削
減
分
を
あ
て
れ
ば
よ
い
。月

額
28
万
５
千
円
に
上
げ
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。

そ
報
酬
の
引
き
上
げ
は
可
能
に
な

る
。議
会
の
透
明
性
を
高
め
て
活

動
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。定
数
は
14
名
が
妥
当
で
あ

り
、町
民
の
声
を
広
く
届
け
る
た

め
に
必
要
だ
と
思
う
。

思
う
。報
酬
は
名
誉
職
的
な
考
え

方
で
は
な
く
、近
隣
並
み
に
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
。町
民
理
解
を
得

る
に
は
、議
会
だ
よ
り
や
住
民
懇

談
会
で
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

え
る
。報
酬
は
公
務
員
給
与
に
合

わ
せ
て
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

報
酬
は
現
状
維
持
で
良
い
と
考

え
る
。議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
て

も
、任
期
が
４
年
で
あ
る
以
上
、

将
来
の
保
証
が
で
き
な
い
た
め
、

若
手
の
な
り
手
不
足
解
消
に
は

繋
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

し
、そ
の
分
を
財
源
に
月
額
28
万

５
千
円
に
す
べ
き
で
あ
る
。定
数

減
に
よ
り
住
民
の
声
が
届
き
に

く
く
な
る
心
配
は
あ
る
が
、報
酬

を
上
げ
て
責
任
を
果
た
す
こ
と

で
解
決
で
き
る
と
思
う
。

世
代
は
立
候
補
で
き
な
い
。議
員

は
名
誉
職
で
は
な
く
職
業
に
な
っ

て
き
て
い
る
。生
計
を
維
持
で
き

る
額
に
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、大

和
町
並
み
の
30
万
円
が
妥
当
で

あ
る
。

り
月
６
万
２
千
円
ほ
ど
増
額
で

き
る
。デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で
お

り
、効
率
的
に
運
営
し
な
が
ら
、

報
酬
を
上
げ
る
方
向
で
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

町
民
理
解
を
得
る
に
は
意
見
交

換
会
な
ど
を
開
い
て
丁
寧
に
説

明
す
る
べ
き
で
あ
る
。定
数
は
最

大
２
名
減
が
望
ま
し
く
、財
源
確

保
の
た
め
に
も
再
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

議会活性化検討
特別委員会

どう考える

定数
と

報酬
　
議
会
活
性
化
検
討
特
別
委
員
会
で
は
、
町

の
将
来
を
見
据
え
た
議
会
の
あ
り
方
を
協
議

す
る
中
で
、
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の
見
直

し
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
物
価
高
騰
、

財
政
状
況
な
ど
の
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
第
三
者
機
関
で
あ
る
特
別
職
給
料
等

〜
委
員
長
か
ら一言
〜

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

歩
む
議
会
へ

　通
年
議
会
の
運
用
に
よ
り
、

議
会
の
機
動
性
が
高
ま
り
、

議
員
間
の
連
携
や
委
員
会
活

動
の
活
性
化
も
進
み
、
議
論

の
深
ま
り
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、さ
ら
な
る
「
議

会
の
見
え
る
化
」
を
進
め
、

I
C
T
化
や
子
ど
も
議
会
な

ど
、
時
代
に
応
じ
た
改
革
を

重
ね
な
が
ら
、
町
民
に
開
か

れ
た
議
会
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
議
員
定
数
と
報
酬

の
在
り
方
も
、
町
の
将
来
を

見
据
え
た
議
会
の
体
制
づ
く

り
と
し
て
、
慎
重
か
つ
真
摯

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

―議会活性化検討特別委員会―リ

審
議
会
の
意
見
（
改
選
前
の
答
申
結
果
）
も

参
考
に
し
つ
つ
、
定
数
や
報
酬
の
水
準
を
ど

う
設
定
す
べ
き
か
、
各
委
員
（
11
名
）
が
意

見
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
考
え
方
を

整
理
し
、
ま
と
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
の
定
数
は
14
名
で
、
報
酬
月

額
は
、
別
表
の
通
り
で
す
。

議会活性化に向けたこれまでの主な取り組み
通年議会の導入
　令和2年から、七ヶ浜町議会では「通年議会」を導入しました。
これにより、年間を通じて定例的に開会・閉会を繰り返すことな
く、必要なときに迅速に議案審査や質疑を行うことが可能とな
りました。この仕組みは、災害時の対応や予算修正などにも柔
軟に対応でき、議会の機動力と責任性を高める大きな一歩と
なりました。また、日常的に執行部とのやりとりがしやすくなり、
議員個 の々政策提案力の向上や議論の深化にもつながってい
ます。
議会基本条例の制定
　議会の最高規範として位置づけられる「七ヶ浜町議会基本
条例」を制定しました。町民に開かれた議会運営や議員の責務、
活動原則などを制度として明文化したもので、今後の議会運営
の基本となる指針です。特に「町民参加」や「説明責任」を重視
し、議会だよりや議会報告会などの発信活動を通じて、議会と
町民がともに町の未来を考える仕組みづくりを進めています。
議会ICT化でペーパーレス推進
　議会ICT推進計画に基づき、タブレットを活用したペーパー
レス化を進めています。これにより、資料配布や修正作業が効
率化され、議会事務局の負担軽減にもつながっています。また、
議員間の情報共有が迅速になり、質疑や提案の精度も向上し
ました。今後は議事録や資料のデジタル管理をさらに進め、ICT
を通じた“開かれた議会”を目指します。

定
数
現
状
維
持
　
報
酬
と
別
枠
で
手
当
を

　
定
数
は
据
え
置
き
が
よ
い
と

考
え
る
。町
民
の
声
を
受
け
て
活

動
す
る
に
は
、今
の
14
名
が
必
要

で
あ
る
。報
酬
は
町
民
所
得
と
比

べ
る
と
、30
万
円
超
の
水
準
は
町

民
感
情
か
ら
見
て
受
け
入
れ
に

委員

鈴木
惠子

く
い
。現
行
の
ま
ま
で
よ
い
。た
だ

し
委
員
長
や
副
委
員
長
の
よ
う

に
活
動
量
の
多
い
役
職
は
、別
枠

で
手
当
を
設
け
る
の
が
よ
い
と
考

え
る
。

※各委員からの意見全文は下記の
２次元コードからご覧になれます。
当委員会委員長（仁田秀和）は、公
正性を担保するため自らの意見は
提出しておりません。掲載順は議席
番号順です。

区　分 議員報酬月額
議　長
副議長
議　員

３０２，０００円
２４９，０００円
２３５，０００円

決

算

審

査

特
別
委
員
会

特　

集

議
案
審
議

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
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定
数
２
名
減
　
報
酬
増

　
定
数
と
報
酬
は
分
け
て
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
に
は
現
状
の
定
数
も

必
要
だ
が
、欠
員
が
あ
っ
て
も
議

会
は
回
っ
て
い
た
。２
名
減
の
12

名
で
よ
い
と
考
え
る
。報
酬
は
、

委員

定
数
２
名
減
　
報
酬
現
状
維
持

　
人
口
減
少
の
中
で
14
名
の
必

要
性
が
分
か
ら
な
い
。一
方
で
、減

ら
し
過
ぎ
る
と
議
会
の
弱
体
化

だ
け
で
な
く
、な
り
手
不
足
を
加

速
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、２

名
減
の
12
名
が
妥
当
と
考
え
る
。

委員

定
数
・
報
酬
現
状
維
持

　
議
員
に
な
っ
て
１
年
半
、活
動

の
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
る
。報

酬
は
労
力
に
見
合
っ
て
い
な
い
と

思
う
が
、町
民
の
生
活
は
物
価
高

で
厳
し
く
、今
は
増
額
の
時
期
で

は
な
い
。町
民
の
理
解
を
得
て
こ

委員

定
数
２
名
減
　
報
酬
増

　
議
員
に
求
め
ら
れ
る
課
題
は

増
え
て
お
り
、若
い
世
代
や
専
門

知
識
の
あ
る
人
が
立
候
補
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
報
酬

を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。今
の
報

酬
水
準
で
は
多
様
な
人
材
は
集

ま
ら
な
い
。定
数
は
12
名
に
減
ら

委員
定
数
３
名
減
　
報
酬
増

　
現
状
13
名
で
活
動
し
て
い
る
が
、

人
数
が
多
く
て
も
活
動
の
質
は

変
わ
ら
な
い
。前
期
も
実
質
11
名

で
回
っ
て
い
た
。よ
っ
て
定
数
は

３
名
減
の
11
名
で
よ
い
。報
酬
は

今
の
額
で
は
会
社
員
や
子
育
て

委員

定
数
２
〜
３
名
減
　
報
酬
増

　
定
数
と
報
酬
は
本
来
別
だ
が
、

財
源
を
考
え
る
と
定
数
削
減
し

か
な
い
。２
名
減
な
ら
28
万
５
千

円
、３
名
減
な
ら
30
万
円
と
す
る

２
案
を
出
し
た
い
。委
員
会
人
数

は
掛
け
持
ち
で
対
応
で
き
る
と

委員

定
数
２
名
減
　
報
酬
増

　
一
般
の
給
料
が
上
が
っ
て
い
る

の
で
、議
員
報
酬
も
上
げ
る
べ
き

で
あ
る
。単
な
る
増
額
は
町
民
理

解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、定
数
を

２
名
減
ら
し
て
財
源
を
作
る
べ
き

で
あ
る
。計
算
す
れ
ば
１
人
あ
た

委員

定
数
２
名
増
　
報
酬
増

　
議
員
定
数
は
、委
員
会
で
の
議

論
や
活
動
量
の
少
な
さ
が
気
に

な
る
こ
と
か
ら
２
名
増
員
と
考

委員

最
大
２
名
減
　
報
酬
増

　
議
員
報
酬
は
生
活
給
で
は
な

い
が
、今
の
額
で
は
若
い
世
代
が

仕
事
と
両
立
す
る
の
は
難
し
い
。

月
５
〜
６
万
円
の
増
額
は
必
要

だ
と
思
う
。議
長
の
責
任
は
議
員

と
同
じ
で
は
な
く
、役
割
の
重
さ

に
応
じ
た
評
価
が
必
要
で
あ
る
。

委員

定
数
・
報
酬
現
状
維
持

　
定
数
お
よ
び
報
酬
も
現
状
維
持
で
あ
る
。

委員

鈴木
洋市

鈴木
　篤

佐藤
信輝

鈴木
　博

佐藤
直美

熊谷
明美

佐藤
壮一

遠藤
喜二

岡﨑
正憲

歌川
　渡

な
り
手
不
足
の
解
消
の
た
め
に

増
や
す
べ
き
で
あ
り
、財
源
は
定

数
削
減
分
を
あ
て
れ
ば
よ
い
。月

額
28
万
５
千
円
に
上
げ
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。

そ
報
酬
の
引
き
上
げ
は
可
能
に
な

る
。議
会
の
透
明
性
を
高
め
て
活

動
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。定
数
は
14
名
が
妥
当
で
あ

り
、町
民
の
声
を
広
く
届
け
る
た

め
に
必
要
だ
と
思
う
。

思
う
。報
酬
は
名
誉
職
的
な
考
え

方
で
は
な
く
、近
隣
並
み
に
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
。町
民
理
解
を
得

る
に
は
、議
会
だ
よ
り
や
住
民
懇

談
会
で
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

え
る
。報
酬
は
公
務
員
給
与
に
合

わ
せ
て
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

報
酬
は
現
状
維
持
で
良
い
と
考

え
る
。議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
て

も
、任
期
が
４
年
で
あ
る
以
上
、

将
来
の
保
証
が
で
き
な
い
た
め
、

若
手
の
な
り
手
不
足
解
消
に
は

繋
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

し
、そ
の
分
を
財
源
に
月
額
28
万

５
千
円
に
す
べ
き
で
あ
る
。定
数

減
に
よ
り
住
民
の
声
が
届
き
に

く
く
な
る
心
配
は
あ
る
が
、報
酬

を
上
げ
て
責
任
を
果
た
す
こ
と

で
解
決
で
き
る
と
思
う
。

世
代
は
立
候
補
で
き
な
い
。議
員

は
名
誉
職
で
は
な
く
職
業
に
な
っ

て
き
て
い
る
。生
計
を
維
持
で
き

る
額
に
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、大

和
町
並
み
の
30
万
円
が
妥
当
で

あ
る
。

り
月
６
万
２
千
円
ほ
ど
増
額
で

き
る
。デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で
お

り
、効
率
的
に
運
営
し
な
が
ら
、

報
酬
を
上
げ
る
方
向
で
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

町
民
理
解
を
得
る
に
は
意
見
交

換
会
な
ど
を
開
い
て
丁
寧
に
説

明
す
る
べ
き
で
あ
る
。定
数
は
最

大
２
名
減
が
望
ま
し
く
、財
源
確

保
の
た
め
に
も
再
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

議会活性化検討
特別委員会

どう考える

定数
と

報酬
　
議
会
活
性
化
検
討
特
別
委
員
会
で
は
、
町

の
将
来
を
見
据
え
た
議
会
の
あ
り
方
を
協
議

す
る
中
で
、
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の
見
直

し
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
物
価
高
騰
、

財
政
状
況
な
ど
の
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
第
三
者
機
関
で
あ
る
特
別
職
給
料
等

〜
委
員
長
か
ら一言
〜

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

歩
む
議
会
へ

　通
年
議
会
の
運
用
に
よ
り
、

議
会
の
機
動
性
が
高
ま
り
、

議
員
間
の
連
携
や
委
員
会
活

動
の
活
性
化
も
進
み
、
議
論

の
深
ま
り
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、さ
ら
な
る
「
議

会
の
見
え
る
化
」
を
進
め
、

I
C
T
化
や
子
ど
も
議
会
な

ど
、
時
代
に
応
じ
た
改
革
を

重
ね
な
が
ら
、
町
民
に
開
か

れ
た
議
会
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
議
員
定
数
と
報
酬

の
在
り
方
も
、
町
の
将
来
を

見
据
え
た
議
会
の
体
制
づ
く

り
と
し
て
、
慎
重
か
つ
真
摯

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

―議会活性化検討特別委員会―リ

審
議
会
の
意
見
（
改
選
前
の
答
申
結
果
）
も

参
考
に
し
つ
つ
、
定
数
や
報
酬
の
水
準
を
ど

う
設
定
す
べ
き
か
、
各
委
員
（
11
名
）
が
意

見
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
考
え
方
を

整
理
し
、
ま
と
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
の
定
数
は
14
名
で
、
報
酬
月

額
は
、
別
表
の
通
り
で
す
。

議会活性化に向けたこれまでの主な取り組み
通年議会の導入
　令和2年から、七ヶ浜町議会では「通年議会」を導入しました。
これにより、年間を通じて定例的に開会・閉会を繰り返すことな
く、必要なときに迅速に議案審査や質疑を行うことが可能とな
りました。この仕組みは、災害時の対応や予算修正などにも柔
軟に対応でき、議会の機動力と責任性を高める大きな一歩と
なりました。また、日常的に執行部とのやりとりがしやすくなり、
議員個 の々政策提案力の向上や議論の深化にもつながってい
ます。
議会基本条例の制定
　議会の最高規範として位置づけられる「七ヶ浜町議会基本
条例」を制定しました。町民に開かれた議会運営や議員の責務、
活動原則などを制度として明文化したもので、今後の議会運営
の基本となる指針です。特に「町民参加」や「説明責任」を重視
し、議会だよりや議会報告会などの発信活動を通じて、議会と
町民がともに町の未来を考える仕組みづくりを進めています。
議会ICT化でペーパーレス推進
　議会ICT推進計画に基づき、タブレットを活用したペーパー
レス化を進めています。これにより、資料配布や修正作業が効
率化され、議会事務局の負担軽減にもつながっています。また、
議員間の情報共有が迅速になり、質疑や提案の精度も向上し
ました。今後は議事録や資料のデジタル管理をさらに進め、ICT
を通じた“開かれた議会”を目指します。

定
数
現
状
維
持
　
報
酬
と
別
枠
で
手
当
を

　
定
数
は
据
え
置
き
が
よ
い
と

考
え
る
。町
民
の
声
を
受
け
て
活

動
す
る
に
は
、今
の
14
名
が
必
要

で
あ
る
。報
酬
は
町
民
所
得
と
比

べ
る
と
、30
万
円
超
の
水
準
は
町

民
感
情
か
ら
見
て
受
け
入
れ
に

委員

鈴木
惠子

く
い
。現
行
の
ま
ま
で
よ
い
。た
だ

し
委
員
長
や
副
委
員
長
の
よ
う

に
活
動
量
の
多
い
役
職
は
、別
枠

で
手
当
を
設
け
る
の
が
よ
い
と
考

え
る
。

※各委員からの意見全文は下記の
２次元コードからご覧になれます。
当委員会委員長（仁田秀和）は、公
正性を担保するため自らの意見は
提出しておりません。掲載順は議席
番号順です。

区　分 議員報酬月額
議　長
副議長
議　員

３０２，０００円
２４９，０００円
２３５，０００円

議
案
審
議

特

集

補
正
予
算

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

決

算

審

査

特
別
委
員
会

一
般
質
問
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今
号
は
、い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。前
号
の「
Ｃ
ａ
ｆ

é 

ｄｅ 

ま
ち
ト
ー
ク
」に
続
き
、

議
会
主
導
の
新
企
画「
子
ど

も
議
会
」を
特
集
し
ま
し
た
。

　
議
場
で
緊
張
し
つ
つ
も
、自

分
た
ち
の
意
見
を
臆
す
る
こ

と
な
く
発
言
す
る
姿
は
、議

員
顔
負
け
で
、と
て
も
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
！
本
町
で

も
少
子
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
の
明

る
い
将
来
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、我
々
議
員
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。今
後

も
、広
報
広
聴
常
任
委
員
会

と
し
て
、町
民
の
意
見
を
良

く
聴
き
、広
く
報
じ
る
こ
と

を
目
指
し
、活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
篤

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
鈴
木
　
　
篤

副
委
員
長
　
　
佐
藤
　
直
美

委
　
　
員
　
　
鈴
木
　
洋
市

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
輝

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
博

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
惠
子

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
秀
和

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
　
安
倍
　
敏
彦

日時：１１月８日（土）１９：００～２０：３０（受付１８：３０～）
会場：生涯学習センター 大会議室

～議員定数と議員報酬をどう考えるか～
議員報酬に関する意見

削減（２～３名減）・・・７名　
　人口規模や委員会構成を踏まえ、
14 名から 12 名、あるいは 11 名へ
の削減が妥当との意見が多数。効率化
や財源確保の観点からも減員が必要。

現状維持（定数14名）・・・３名
　町内各地区の声を幅広く届けるには
現行定数が妥当。無投票や定員割れを
避ける観点からも削減は適切でない。

増員（２名増）・・・１名
　委員会活動の充実を図るため２名の
増員が必要。 

増額・・・７名
（５万～６万５千円増額）
　担い手不足解消と将来の人材確保に
は生活維持できる水準が不可欠。

現状維持・・・４名
（議員報酬23万５千円）
　報酬は生活給ではなく、町民感覚や
財政負担を踏まえ、据え置きが妥当。

町議会では、議員定数、議員報酬をテーマに町民と議員の懇談会を開催します。
どなたでも参加できますので、ぜひお越しください。
お越しの際は、議会だより第１６５号をご持参ください。

議員定数に関する意見

七ヶ浜町議会懇談会

〈今号の表紙〉

編
集
後
記

詳しくは議会事務局（℡357-7435）
または、町ホームページ
「七ヶ浜町議会情報」をご覧ください。
https://www.shichigahama.com

どなたでも自由に、見たり聴いたりできます。

－12月会議は12月2日開会予定です－

〈議会を傍聴しませんか〉

　　　　　　　　　　　　　　議会主催の子ども議会を
　　　　　　　　　　　　　開催するのは、今回が初め
　　　　　　　　　　　　　てです。開催に際して、各
　　　　　　　　　　　　　学校の校長先生をはじめ先
生方、そして保護者の皆さん、ご協力本当にありがとうご
ざいました。また、多くの方に傍聴に来ていただき嬉しく
思います。ぜひ、私たちの議会も傍聴していただければ幸
いです！

七ヶ浜町議会Instagram公式アカウント
←本会議や委員会などの活動情報を発信しています。
　Please follow us!

し
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が
は
ま
議
会
だ
よ
り
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この議会だよりは６７００部印刷し、
一部当たりの印刷費用は45.936円です。

　今回の意見は、議会活性化検討特別委員会において整理したものです。詳細は、22・23ペー
ジをご覧ください。今後は、議会懇談会を通じて町民の皆さんの意見をお聞きできればと思い
ますので、ぜひ参加ください。
　皆さんからいただくご意見を踏まえ、議会として責任を持って対応してまいります。


